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人と地球にやさしい技術、ものづくりの未来をデザインする

〜DX・GXの融合がもたらす、高付加価値な『新日本ブランド』への挑戦〜
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第1章 鍛圧機械産業の現状分析
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2018年以降、プレス関連ではサーボプレスの伸び悩みに対して、EV化
の影響で高速プレスが伸びてきていたが、近年、その勢いは
鈍化の傾向がみられる
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第2章 2014年産業ビジョンで示した将来展望
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ワールドブランド確立のための3つの戦略のレビュー

１．オンリーワン差別化の促進と海外ハイエンド攻略

　・塑性加工における差別化（新素材対応・板鍛造・ネットシェイプ等）

　・高機能化（デジタル化やICT技術、AI機能搭載・レーザ加工との複合化等・高速搬送装置等）

　・サービス機能での差別化（予知保全・リモート対応・重量物輸送対策）

　　　課題：工法転換やシステムの置き換えにはスイッチングコストがかかり、短期的な採算を

　　　　　　求められるとイニシャルコストへの負担となる。

２．海外ユーザの抱え込み戦略

　・現地調達率の拡大によりコストパフォーマンスをだす

　・海外特有の要求仕様やシステム化に対応

　・ローカル会社を活用したアフターサービス体制の構築

　　　課題：フルターンキー対応は付帯設備等の現地ノウハウが必要となり、現地法人あるいは

　　　　　　ローカル企業への先行投資がカギとなる

7


前回産業ビジョンのレビュー

																												産業ビジョン２０２３検討資料（1-2章骨子作成） サンギョウ ケントウ シリョウ ショウ コッシ サクセイ																										下記記載例の上書きで作成ください カキ キサイレイ ウワガ サクセイ

																																																						↓

				２００６年産業ビジョン ネン サンギョウ																				２０１４年産業ビジョン ネン サンギョウ																								２０２３年産業ビジョン　骨子案　（富永委員） ネン サンギョウ コッシ アン トミナガ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（高橋委員） ネン サンギョウ コッシ アン タカハシ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（大谷委員） ネン サンギョウ コッシ アン オオヤ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（宮下委員） ネン サンギョウ コッシ アン ミヤシタ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（塩澤委員） ネン サンギョウ コッシ アン シオザワ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（河崎委員） ネン サンギョウ コッシ アン カワサキ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（三橋委員） ネン サンギョウ コッシ アン ミツハシ イイン																		２０２３年産業ビジョン　骨子案　（たたき台） ネン サンギョウ コッシ アン ダイ

				７章　鍛圧機械業界の今後の取り組み タンアツキカイ ギョウカイ コンゴ ト ク																				２章　２００６年産業ビジョンで示した将来展望																								１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析																		１章　鍛圧機械産業の現状分析

						-１　JAPANブランドの確立による国際競争力強化 カクリツ コクサイキョウソウリョク キョウカ																				-１　２００６年当時の経済環境と顧客業界のニーズ																								-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成																		-１　日本鍛圧機械工業会　会員企業の規模と構成

								　・国際基準作り コクサイキジュン ツク																				7)実質ＧＤＰ成長率と公・民・外需の寄与度　⇒　民需中心の経済成長が持続 ジッシツ セイチョウリツ コウ ミン ガイジュ キヨド ミンジュ チュウシン ケイザイ セイチョウ ジゾク

								　・マーケット戦略 センリャク																				8)輸出数量への品目別寄与度　⇒　自動車が大きく寄与。電気機器の増加は限定的 ユシュツ スウリョウ ヒンモク ベツ キヨド ジドウシャ オオ キヨ デンキ キキ ゾウカ ゲンテイテキ																						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ						-２　鍛圧機械の受注動向												        日鍛工事務局作成 ニッタンコウ ジムキョク サクセイ

								　・知財戦略 チザイ センリャク																				　【2006年当時の鍛圧業界の産業ビジョン】 ネン トウジ タンアツ ギョウカイ サンギョウ

								　・産・学・官連携 サン ガク カン レンケイ																				　顧客商品の付加価値向上を実現させる鍛圧製品の提供　→　国際競争力の強化																						-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）																		-３　鍛圧機械の商品別受注動向（金額ベース）

						-２　中小企業支援施策（主なるもの） チュウショウキギョウ シエンシサク オモ																						　JAPANブランドの確立								MF-TOKYOの開催

						-３　ニーズの取集とシーズの開発に向けて シュシュウ カイハツ ム																						　エコマシン								ＭFエコマシン認証制度														-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）																		-４　鍛圧機械の国内業種別・輸出地域別受注動向（金額ベース）

								エコマシーンの開発　⇒　国際競争力強化 カイハツ コクサイ キョウソウリョク キョウカ																		-２　MFエコマシン製品の認定状況と省エネ効果																										機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ																		機械本体の輸出低迷・部品サービスの輸出増 キカイ ホンタイ ユシュツ テイメイ ブヒン ユシュツ ゾウ

						-４　国際競争力の強化に向けて コクサイキョウソウリョク キョウカ ム																						9)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による機種数分布 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キシュスウ ブンプ																						-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）																		-５　鍛圧機械の国別生産額と世界生産シェア（主要国）

								業界の継続的発展の為のキーワード⇒エコマシーンの開発が世界を制す ギョウカイ ケイゾクテキ ハッテン タメ カイハツ セカイ セイ																				10)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による寄与率 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キヨリツ

																												11)ＭＦエコマシン認証製品の登録機種数推移 ニンショウ セイヒン トウロク キシュ スウ スイイ



																								４章　目指すべき戦略																										-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																２章　２０１４年産業ビジョンで示した将来展望																								第2章　産業ビジョン２０１４の振り返り ダイ ショウ サンギョウ フ カエ

																										-１　新素形材産業ビジョン（経産省素形材産業室）が目指す６方向性と日本鍛圧機械工業会の取組み ケイサンショウ ソケイザイサンギョウシツ																										・リーマンショック後の回復により2010年ごろから活発化した日系 ゴ カイフク																																																																																																																														ワールドブランド確立のための3つの戦略のレビュー カクリツ センリャク

																												＜別添参照＞ ベッテン サンショウ																								自動車会社の地産地消を目指した海外展開が落ち着きを見せ始めたものの オ ツ ミ ハジ																																																																																																																												1		オンリーワン差別化 サベツカ																		１．オンリーワン差別化の成果 サベツカ セイカ

																										-２　市場の変化に対応する戦略																										未だ継続しており、顧客の設備投資は安定した状況。 コキャク セツビトウシ アンテイ ジョウキョウ																																																																																																																														・主に自動車向け部品における新素材　新工法に対応した製品及び、サービスの開発。今後更に自動車のCASEやCNへの オモ ジドウシャ ム ブヒン シンソザイ シンコウホウ タイオウ セイヒン オヨ カイハツ																		【塑性加工における差別化】 ソセイカコウ サベツカ

																												＜国内顧客企業向け＞																						-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																				   対応の加速が必要。																				①新素材の加工に対応した加工機開発 シンソザイ カコウ タイオウ カコウキ カイハツ

																												顧客が新興国企業との競争に打ち勝つための設備の提供														各社の強みを活かした カクシャ ツヨ イ										・技術の差別化によるオンリーワンを目指す活動が主ではあったが ギジュツ サベツカ メザ カツドウ シュ																																				ワールドブランド確立のための3つの戦略（オンリーワン差別化、海外ハイエンド攻略、海外ユーザ抱え込み）について、加盟各社へのアンケート調査結果と実施事例 カクリツ センリャク サベツカ カイガイ コウリャク カイガイ カカ コ カメイ カクシャ チョウサ ケッカ ジッシ ジレイ																																																																																										・差別化技術が必要とされる素地はあるものの、その要求に当てはまる成果は乏しい。工法転換は王道ではあるが、																				②板鍛造、ネットシェイプといった工法転換 イタ タンゾウ コウホウ テンカン

																												＜新興国顧客企業向け＞														「ワールドブランドの確立」 カクリツ										その成果は部分的なものにとどまる一方、海外の市場は玉石混交。 セイカ ブブンテキ イッポウ カイガイ シジョウ ギョクセキコンコウ																																																																																																										※2014年産業ビジョン　4章 目指すべき戦略の-1~-3各項目に関する結果 ネン サンギョウ ショウ メザ センリャク カク コウモク カン ケッカ																				　スイッチングコストが大きくその採用は限定された範囲にとどまる。																				③AI機能の搭載やプレス加工とレーザ加工の複合化 キノウ トウサイ カコウ カコウ フクゴウカ

																												新興国メーカと差別化された設備とサービスの提供																								ハイエンドと言えど、イニシャルコストに引っ張られる状況は変わらず。 イ ヒ パ ジョウキョウ カ																																																																																																																														・AI化（2013年設定項目の結果を土台にして）。複合加工（鍛圧とレーザ溶接やブランク/穴明け切断など）																		【周辺機・サービスにおける差別化】 シュウヘン キ サベツカ

																										-３　ワールドブランド確立のための３つの戦略																										そのようななかで、顧客も人材リソースの減少からsingle responsibility コキャク ジンザイ ゲンショウ																																																																																																																														・プレス周辺装置の開発強化（搬送装置の高速化、レーザーブランキング）。IoTを活用した診断、予防保全技術の展開、																				①搬送装置の高速化 ハンソウソウチ コウソクカ

																																																				を求める顧客のターンキー要求は少しづつ強まるが、海外においては モト コキャク ヨウキュウ スコ ツヨ カイガイ																																																																																																																														　炭素繊維素材の加工検討。																				②IoTを活用した診断・予防保全サービスの充実 カツヨウ シンダン ヨボウホゼン ジュウジツ

																																																				種々の問題から対応困難な面が解消せず、これまでの取組は部分的にとどまる。 シュジュノモンダイ タイオウ コンナン メン カイショウ トリクミ ブブンテキ																																																																																																																														・板鍛造、ネットシェイプなどによる工法転換への対応として、専用プレスの販売を継続実施中。																				③据付・サービス工事のリモート対応 スエツケ コウジ タイオウ

																																																３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　鍛圧機械業界を取り巻く環境変化と今後 タンアツ キカイ ギョウカイ ト マ																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																						・高機能機の提案。据付工事のリモート対応。																				④重量物運搬規制に対応した機械設計への取り組み ジュウリョウブツ ウンパン キセイ タイオウ キカイセッケイ ト ク

																																																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ セイゾウギョウ ト マ カンキョウ ヘンカ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界情勢 セカイ ジョウセイ										気候関連財務情報開示タスクフォース								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																				・超大型ﾌﾟﾚｽ製作に当り、国内運搬が難しい重量物製作を他社と異なる方式にて製作し、価格低減を図る																		【課題】 カダイ

																																																				・リーマンショックからの回復後は堅調な設備投資が継続したと思われるが、 カイフクゴ ケンチョウ セツビトウシ																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・温暖化、気候変動　⇒　カーボンニュートラル、ＴＣＦＤ、エネルギー構成 オンダンカ キコウヘンドウ コウセイ																		・カーボンニュートラル																2		海外ハイエンド攻略 カイガイ コウリャク																				工法転換はスイッチングコストが大きい為、採用は限定的 コウホウ テンカン オオ タメ サイヨウ ゲンテイテキ

																																																				2019年ごろから設備投資に対する考え方が日系メーカーでも少しづつ ネン セツビトウシ タイ カンガ カタ ニッケイ スコ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・新型コロナの影響　⇒　生活様式の変化 シンガタ エイキョウ セイカツヨウシキ ヘンカ																		・ＤＸ																		・デジタルやICT技術の製品および製造工程での活用を現在も推進中。海外でけでなく日本も含めた省人化・自動化に向けた ギジュツ セイヒン セイゾウ コウテイ カツヨウ ゲンザイ スイシンチュウ

																																																				変化しつつある。 ヘンカ																		１）経済社会環境の変化 ケイザイシャカイ カンキョウ ヘンカ																																				・SDGs																																				・国、地域　⇒　米中覇権（中国台頭）、EU、アジア クニ チイキ ベイチュウ ハケン チュウゴク ダイ トウ																																				　対応は今後更に必要であると考える。自動化省人化はハイエンドではなく、今後一般的なものとしての対応が必要。																		２．海外ハイエンド攻略の成果 カイガイ コウリャク セイカ

																																																				・新型コロナウィルスのパンデミックに見舞われた2020年度は行動制限も コウドウセイゲン																		・世界的な鉄鋼素材、物流費、人件費の価格が高騰してきている セカイテキ テッコウ ソザイ ブツリュウ ヒ ジンケンヒ カカク コウトウ																		・アフターコロナ/With コロナでのニューノーマルへの対応 タイオウ																																		-2　生産品別生産国（生産拠点）の変化 セイサン ヒン ベツ セイサンコク セイサン キョテン ヘンカ																				・人口、高齢化　⇒　働き方改革。定年70歳 ジンコウ コウレイカ ハタラ カタ カイカク テイネン サイ																※2014年産業ビジョン　3章 2006~2013年の環境変化と今後の-1~-8各項目に ネン サンギョウ ショウ ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ カク コウモク																				・ハイエンドと言えど、人材の入れ替わりが激しく、短期的な成果を求めるためにイニシャルコストに引っ張られる。																				①省人化・自動化といった無人化への取り組み ショウジンカ ジドウカ ムジンカ ト ク

																																																				あり、2009年度のリーマンショック同様の急激な落ち込みに見舞われた。																		・コロナにより、サプライチェーン維持（ＢＣＰ）の思考に変化がある イジ シコウ ヘンカ																		・地球環境への意識への高まり（CN　化学物質規制の高まり） チキュウ カンキョウ イシキ タカ カガク ブッシツ キセイ タカ																-２　自動車産業（大変革の時代へ）																																																		「Electric」				　関する2014~2022年の環境変化と今後をコメント カン ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ																				　特に熱間鍛造分野では日系鉄鋼メーカーの進出と現地メーカーの技術向上により地産地消が進み、素材の問題がなくなりつつある。 スス																				②デジタル化やICT技術を搭載した製品の開発と製造工程の活用 カ ギジュツ トウサイ セイヒン カイハツ セイゾウコウテイ カツヨウ

																																																				・環境負荷削減のため、燃費向上・軽量化を求められた自動車産業は カンキョウフカ サクゲン ネンピ コウジョウ ケイリョウカ モト ジドウシャ サンギョウ																		デジタル化戦略の急進 カ センリャク キュウシン																		・少子高齢化　人口減による慢性的な人手不足及び、ダイバーシティ（特に女性　高齢者）への対応の必要性（製品・サービス）　 ショウシ コウレイカ ジンコウゲン マンセイテキ ヒトデ フソク オヨ トク ジョセイ コウレイシャ タイオウ ヒツヨウセイ セイヒン																		１）ガソリン車→ハイブリッド→EV シャ																-3　新エネルギー（再生可能エネルギー）産業の発展 シン サイセイ カノウ サンギョウ ハッテン																		-2　技術革新 ギジュツ カクシン						「Connected」「Autonomous」「Shared & Services」												　■2021~2022年での新型コロナウィルスによる影響に着眼 ネン シンガタ エイキョウ チャクガン																				・人とロボットの協調作業。無人作業への具体的な取り組み。																				③AI機能を使って「予知保全」を行うプレスの開発 キノウ ツカ ヨチホゼン オコナ カイハツ

																																																				部品レベルで小型・軽量化が進行。 コガタ ケイリョウカ シンコウ																		・米中の対立が深まり自由貿易、投資環境に変化が起こっている ベイチュウ タイリツ フカ ジユウボウエキ トウシ カンキョウ ヘンカ オ																																				２）水素自動車、水素エンジン（新たなエネルギー） スイソ ジドウシャ スイソ アラタ																		再生可能エネルギーの種類と特徴 サイセイ カノウ シュルイ トクチョウ																		・自動車業界　⇒　CASE、ＭaaＳ ジドウシャギョウカイ										Mobility as a Service																										・国内で実績を積んだプレス機械、自動化装置の海外展開（海外独自のハイエンド攻略は難航）																		【課題】 カダイ

																																																				・2021年度は変異ウイルスにより感染はさらに拡大するも、各国とも経済は ネンド ヘンイ カンセン カクダイ カッコク ケイザイ																		・カーボンニュートラルへの取組みは世界各国の共通の課題である トリク セカイ カッコク キョウツウ カダイ																		・経済のグローバル化に伴うサプライチェーンへの影響 ケイザイ カ トモナ エイキョウ																		３）CASEがトレンドに																		・水力発電 スイリョク ハツデン																		・ＤＸ、AI　⇒　生産性、商品付加価値 セイサンセイ ショウヒンフカカチ																																				・知能化プレス成形の一環として、AIを使って兆候を学習する「予知保全」を行うプレスを開発。																				・短期的な成果を求められ、イニシャルコストに引っ張られる タンキテキ セイカ モト ヒ パ

																																																				停めずに対応。しかしながらゆるやかな回復もしくは足踏み状態にとどまり ト タイオウ カイフク アシブ ジョウタイ																		　それに対応するニーズ（環境配慮、軽量化）がより顕著になる タイオウ カンキョウ ハイリョ ケイリョウカ ケンチョ																		　政治的リスク（米中対立　経済安全保障　保護主義） セイジテキ ベイチュウ タイリツ ケイザイ アンゼン ホショウ ホゴ シュギ																																				・太陽光発電 タイヨウコウ ハツデン																																																						・自動化技術の提案。設備単体の範囲を超えた最適ラインの提案。

																																																				各国とも2019年レベルには戻らず。 カクコク ネン モド																																				　気候変動リスク（自然災害） キコウ ヘンドウ シゼン サイガイ																-３　働き方改革 ハタラ カタ カイカク																				・風力発電 フウリョク ハツデン																-3　社会的要請 シャカイテキ ヨウセイ																																																								３．海外ユーザの抱え込み戦略 カイガイ カカ コ センリャク

																																																				関連の投資は拡大傾向。																																																																																																																												３		海外ユーザ抱え込み カイガイ カカ コ																				①IoT、リモート化。あるいはローカル会社の協力によるアフターサービス体制の整備 カ カイシャ キョウリョク タイセイ セイビ

																																																				・それぞれの企業に対する社会課題の解決への取組要求は不可避となり、 キギョウ タイ シャカイカダイ カイケツ トリクミ ヨウキュウ フカヒ																																																																																																																														・欧米客先の要求仕様が日本メーカと異なる為これに対応が必要。新興中国メーカへはシステムを含めた提案が必要。																				②現地調達の拡大によりコストパフオーマンスを出す ゲンチチョウタツ カクダイ ダ

																																																				生産活動においてだけでなく、その生産に使う設備においても、一次的には セイサンカツドウ セイサン ツカ セツビ イチジテキ																																																																																																																														　又、デジタル技術を活用した遠隔でのサービス提供体制を構築中																				③海外特有の要求仕様やシステム化に対応 カイガイ トクユウ ヨウキュウシヨウ カ タイオウ

																																																				コストをかけてでも対策が求められる時代が到来。 モト ジダイ トウライ																																																																																																																														・もともと海外顧客はフルターンキーを希望する。背景はsingle responsibilityがシンプルで管理しやすいことと、顧客そのものの																		【課題】 カダイ

																																																																																																																																																																																		　人材リソースの減少のため。ただし鍛造ライン全体では、対応できない機種も多く部分的な対応にとどまる。																				・フルターンキー対応は付帯設備等の現地ノウハウが必要となり、現地法人等の有無が タイオウ フタイセツビ トウ ゲンチ ヒツヨウ ゲンチ ホウジン トウ ウム

																																																																																																																																																																																		・Iotサポート（2013年設定項目の結果を土台にして）																				　カギとなる

																																																																																																																																																																																		・顧客進出先におけるアフタサービス体制の整備。IoT、リモート化によるサービス向上。																		４．今後の対応 コンゴ タイオウ

																																																４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																						・堅牢なサービス体制の構築を目指し、直営の販売・サービス拠点を世界19か国に40か所設置。																				①ＣＮを見据え、一層の省エネ対応機の開発 ミス イッソウ ショウ タイオウ キ カイハツ

																																																				市場の変化に対する戦略 シジョウ ヘンカ タイ センリャク																		１．新産業分野、新材料への需要拡大 シンサンギョウ ブンヤ シンザイリョウ ジュヨウ カクダイ																-１　2021年度版　ものづくり白書が示す「製造業のニューノーマル」における3つのKey Wordに基づく、鍛圧機械業界の目指すべき方向性 ネンド バン ハクショ シメ セイゾウギョウ モト タンアツ キカイ ギョウカイ メザ ホウコウセイ																																																						-1　持続可能な成長 ジゾク カノウ セイチョウ																		※経済産業施策の新機軸（2021年6月）と日本鍛圧機械工業会の取り組み ケイザイ サンギョウ セ サク シンキジク ネン ガツ コウギョウカイ ト ク																				・コストパフォーマンスを重視した現調拡張の推進。巡回メンテを含むサービス体制の構築。生産技術に寄与する提案。																				②オンラインを活用したグルーバル営業の展開 カツヨウ エイギョウ テンカイ

																																																				顧客のカーボンニュートラル対応要求に応える設備の提供 コキャク タイオウ ヨウキュウ コタ セツビ テイキョウ																		　新産業、新素材いずれでも日本がリーダシップをとる シンサンギョウ シンソザイ ニホン																																																				-１　新エネルギー産業の現状と課題 シン サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・人材育成　⇒　ＭＦ優秀社員表彰、若手交流会 ジンザイイクセイ ユウシュウシャイン ヒョウショウ ワカテ コウリュウカイ																　■新型コロナウィルスの影響による環境の変化（Withコロナ、Afterコロナ） シンガタ エイキョウ カンキョウ ヘンカ																				・海外ローカル協力会社によるアフターセールス体制整備する																				③グローバルでのサプライチェーン（部品・輸送）の構築 ブヒン ユソウ コウチク

																																																				・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。 セイヒン ヘンコウ タイオウ																																																																																										・カーボンニュートラル　⇒　MFエコマシン、環境性能、環境負荷 カンキョウセイノウ カンキョウフカ																　■グリーン、レジリエンス、デジタル、分配についての取り組み ブンパイ ト ク																		4		その他ご意見 タ イケン																				④モノづくりの違いを把握したグローバル地域戦略 チガ ハアク チイキ センリャク

																																																				・継続して存在する部品においても製造時のCO2排出量の削減を ケイゾク ソンザイ ブヒン セイゾウジ ハイシュツリョウ サクゲン																		２．需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ																		１）レジリエンス　サプライチェーンの強靭化 キョウジン カ																																		-２　リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																										資材調達（グリーン調達） シザイ チョウタツ チョウタツ										　■半導体（P/C、データセンター、携帯電話、家電、スマート家電、自動車、 ハンドウタイ ケイタイ デンワ カデン カデン ジドウシャ																				・新たな課題として、グローバルでのサプライチェーン（半導体や海上輸送）の混乱への対応やCNへの対応。

																																																				求められるなど、カーボンニュートラルの対応は必須になりつつある。 モト タイオウ ヒッス																																				・自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めた　
　BCPの構築 ジシャ ミ カ ソウテイ ダイタイ サク フク コウチク																																																				-2　国際競争力 コクサイキョウソウリョク																		　　産業機器）、蓄電池																				・地域戦略（モノづくりの違いを比較/認識）

																																																																						３．デジタル化への取組みの一層の推進 カ トリク イッソウ スイシン																																																				-３　インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全 フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン																																				・今後の課題として、CNに対応した製品開発、PR。オンラインを活用したグローバル営業展開

																																																				もう少し大きくまとめると持続可能な社会を実現するための対策を スコ オオ ジゾク カノウ シャカイ ジツゲン タイサク																		　いよいよ第4次産業革命の実現に向けた具体的な施策、実行力が ダイ ジ サンギョウカクメイ ジツゲン ム グタイテキ シサク ジッコウリョク																		・顧客の生産継続に向けた仕組みの構築（リモート技術　強靭なサービス体制） コキャク セイサン ケイゾク ム シク コウチク ギジュツ キョウジン タイセイ																																																										安全性、人にやさしい アンゼンセイ ヒト																																・CNを見据えた省エネ対応（次の方向性の示唆）

																																																				優先事項として実施することが必要。顧客が求めるバリューの優先順位が ユウセンジコウ ジッシ ヒツヨウ コキャク モト ユウセンジュンイ																		　求められる。 モト																																																				-４　カーボンニュートラル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																																																				それにより変化する可能性があり、そこを見極めて戦略を立てる必要が ヘンカ カノウセイ ミキワ センリャク タ ヒツヨウ																		　OTとITの融合（IOTとAI、ロボットとAI） ユウゴウ																		２）グリーン　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ

																																																				出てきた。現在もっとも顕著なものがカーボンニュートラルへの対応。 デ ゲンザイ ケンチョ タイオウ																		　バリューチェーンの変革　遠隔立上げ、遠隔メンテ（コロナ対策） ヘンカク エンカク タチア エンカク タイサク																		・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み セイヒン セイゾウ ト ク																																		-５　省エネ産業の現状と課題 ショウ サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																																																																						　技術の習得、優れた現場技術の承継、　Off-JT ギジュツ シュウトク スグ ゲンバ ギジュツ ショウケイ																		　（カーボンフットプリント）

																																																																																								・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク																																																																																																										ワールドブランド確立のための3つの戦略のレビュー カクリツ センリャク

																																																																						４．グリーン成長戦略への取組み セイチョウセンリャク トリク																		・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク																																																																																																										１．オンリーワン差別化の促進と海外ハイエンド攻略 サベツカ ソクシン カイガイ コウリャク

																																																																						　カーボンニュートラルへの対応は必須、事業継承条件となる タイオウ ヒッスウ ジギョウ ケイショウ ジョウケン																																																																																																																												　・塑性加工における差別化（新素材対応・板鍛造・ネットシェイプ等） ソセイカコウ サベツカ シンソザイ タイオウ イタタンゾウ トウ

																																																																																								３）デジタル　DXへの取り組み深化 ト ク シンカ																																																																																																										　・高機能化（デジタル化やICT技術、AI機能搭載・レーザ加工との複合化等・高速搬送装置等） コウキノウカ カ ギジュツ キノウ トウサイ カコウ フクゴウカ トウ コウソク ハンソウソウチ トウ

																																																																						５．ニューノーマルブランドへの進化 シンカ																		・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ																																																																																																										　・サービス機能での差別化（予知保全・リモート対応・重量物輸送対策） キノウ サベツカ ヨチ ホゼン タイオウ ジュウリョウブツ ユソウ タイサク

																																																																						　既存の業界、素材、鍛圧技術を大事にしつつ、ニューノーマル環境での キゾン ギョウカイ ソザイ タンアツギジュツ ダイジ カンキョウ																		・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の
　創出（試作調整作業、設備保全作業など） ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ シサク チョウセイ サギョウ セツビ ホゼン サギョウ																																																																																																										　　　課題：工法転換やシステムの置き換えにはスイッチングコストがかかり、短期的な採算を カダイ コウホウテンカン オ カ

																																																																						　新たな挑戦に取組む アラ チョウセン トリク																																																																																																																												　　　　　　求められるとイニシャルコストへの負担となる。 モト フタン

																																																																						　「世界ダントツのJAPANブランド」だけを目指すのではなく セカイ メザ																		・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の
　創出　モノからコトへ キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ

																																																																						　「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。 セカイ テキオウ イ ノコ																																																																																																																												２．海外ユーザの抱え込み戦略

																																																																																																																																																																																																		　・現地調達率の拡大によりコストパフォーマンスをだす ゲンチチョウタツ リツ カクダイ

																																																																																																																																																																																																		　・海外特有の要求仕様やシステム化に対応 カイガイ トクユウ ヨウキュウシヨウ カ タイオウ

																																																																																																																																																																																																		　・ローカル会社を活用したアフターサービス体制の構築 カツヨウ

																																																																																																																																																																																																		　　　課題：フルターンキー対応は付帯設備等の現地ノウハウが必要となり、現地法人あるいは カダイ

																																																																																																																																																																																																		　　　　　　ローカル企業への先行投資がカギとなる キギョウ センコウ トウシ



今のところ検討不要

以下の各欄に簡潔にご記入下さい
（自社での実態例、あるいは方針・方向性
のご意見でも結構です）
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第３章 2015年～2025年の環境変化と課題
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３－１ 2015年～2025年の環境変化と課題：マクロ的な考察

１．日本経済

2015年から2018年は、所謂、「アベノミク
ス」による景気回復局面が続き、戦後最
長（いざなみ景気超え）の回復期間を記
録したが、

2019年末から2020年にかけては「新型
コロナウイルス感染症」による緊急事態
宣言による経済活動の制限により景気
は急速に悪化した。
2021年以降、パンデミックからの正常化
が進む一方で、デジタル・グリーン分野
を含め設備投資の再開やリベンジ消費
によりプラス成長と変わったが、2022年
からはウクライナ情勢を起因とする資源
高や更には円安が重なり、輸入物価の
急騰に加え、中国経済の低迷により、
景気回復には力強さを欠いていた。

2024年には国内では高水準の賃上げが実現したものの物価上昇に追いつかず、個人消費は横ば
い状態が続いている。一方で円安での輸出拡大や政府諸施策に支えられた国内の設備投資は確
実に拡大していることもあり、全体的には緩やかな回復基調にあると言える。一方で
ロシアによる「ウクライナ侵攻」「トランプ関税」そして「中東紛争」と日本を含め、世界経済は様々なリ
スクに直面している。

9
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その他

化学石油

鉄鋼非鉄

電気機械

一般機械

輸送機械

経済産業省「2020年工業統計表」

製造業における「輸送用機器」の製造品出荷額は2
割を超え依然として大きな産業といえる

輸送機械関連の設備投資は依然堅調に推移、一方で電
気機械関連は減少

２．産業別出荷額・設備投資推移・海外生産比率推移

2014年以降、横ばい状態であった海外生産比率は
近年上昇傾向となる。

経産省「海外事業活動基本調査」
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３－２．自動車産業

１．BEV、HEV、EVの販売台数推移・
予想（日本経済新聞）

ｘEV化 電動車両の総称で、BEV（完全電気自動車）、PHEV（プラグインハイブリッド車）、
HEV（ハイブリッド車）などの種類があります。xEVの技術は進化しており、特に中国市場
での成長が顕著で今後も電動化が進むことが予測されています

課題
1)充電インフラの整備が進む必要があり
2)バッテリー技術の向上、走行可能距離と気温等環境での性能維持
3)新興ﾒｰｶ（中国）との競争の激化

２．エリア別のEV(乗用車)新車販売
台数予測（富士経済グループ）

日本はHVがEVやPHVに比べ消費者への浸透が進んでおり、普及が突出し続けることが予測されている。BEVは中
国が市場をけん引している。欧州や北米も普及が進んでいる。今後もこれらのエリアではEVに対する一定の需要が
予想される。特に、中国は、需要の大きさに加え、2027年に新エネルギー車の新車販売台数比率を45%にするほか、
2035年に内燃車の販売を禁止する目標があるため、2040年に向けて大きく伸長するとみられる。また、インドは国
家方針としてEVの工場誘致を進めており、需要地としても有望なことから2040年に向けて高い伸びが予想される。

11



自動車製造業の将来性｜鍵は「CASE」と「MaaS」
「100年に一度の大変革期」にいます。それは、ガソリンエンジンを動力源とし、人が
運転し、個人が所有するという、過去100年以上にわたって続いてきた自動車の基本
的な在り方が、根本から覆されようとしているからです。

技術革新: AI（人工知能）、IoT（モノのインターネット）、5G（第5世代移動通信システム）と
いったデジタル技術の飛躍的な進化が、自動運転やコネクテッドカーを現実のものにし
ました。

環境問題への意識向上: 地球温暖化対策が世界的な急務となる中、脱炭素社会の実現
に向け、自動車の電動化が不可逆的な流れとなっています。

社会構造・価値観の変化: 都市部への人口集中、少子高齢化、そしてミレニアル世代や
Z世代といった新しい価値観を持つ層の台頭により、「所有」から「利用（シェア）」へと
人々の意識がシフトしています

自動車産業を従来の「モノづくり（ハードウェア販売）」中心のビジネスから、「コトづく
り（サービス提供）」を含めた新しい価値創造のステージへと押し上げています。

課題
1)国内市場の縮小と若者の車離れ
2)少子高齢化による労働人口の減少と人材不足
3)IT企業など異業種からの新規参入による競争激化
4)半導体不足やサプライチェーンの混乱

３－２．自動車産業 12



家電の販売額推移

1．国内市場は業界全体として緩やかな減少もしくは横ばいの状況。海外は新興国を中心に伸長が見込まれる
 2．白物ではエアコンが好調継続。国内メーカ各社海外工場(東南アジア、インド、欧州）の生産能力増強。
 3．全体として都市化・スマートシティ化・省エネのニーズから家電需要は伸びる見込み→スマート家電

3－3. 家電業界

出典：経産省 単位：兆円 エアコンの世界需要推移 出典：日本冷凍空調工業会
単位：百万台

エアコン地域別世界需要

世界全体

2020年を100とした
場合の地域別伸び率

【課題】
1．海外メーカとの差別化及び新興国を中心とした販売生産(サプライチェーン含む）体制の更なる進展
 2．C/N対応 環境（省エネ・創エネ）に対応した新商品・サービスの開発
 3．スマート家電（AI、IoT,タッチレス）製品・サービス・コンテンツの開発とビジネスモデル構築 4．半導体不足への対応

世界家電市場(2025‐2034予測）

1.8倍

年率6.68％
拡大する予想

Fortune予測
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建築着工床面積の推移

1．現状は、物資や人件費高騰もあり大型案件が停滞、工事延期などの要因もあり近年では最低の建築着工床面積となっている
2．2026年以降、公共事業関係費予算増もあり回復も期待されるが、中長期的にはインフラ老朽化の回収や更新も見込める
3．建設投資は増えているが①資材・人件費高騰②土木・補修の増加③人手不足・工期長期化等により着工床面積は減少

3－4. 建設業界

出典：国土交通省建設投資額の推移 出典：国土交通省

26年度は81兆円の見込

出典（一財）建設物価調査会

【課題】
1．資材・人件費高騰による建設コスト高騰、人手不足による施工能力不足 → 投資減少、工期遅延・中止リスク
 2．人手不足、高齢化による労働人口の減少に対応した省力化・自動化・ICT技術導入
 3．第一次国土強靭化実施中期計画(2026‐30）が始動しているが修繕が中心であるため、建設業界全体需要動向が不透明

人件費・資材の高騰(2021年 VS 2025年） 第一次国土強靭化実施中期計画

推進が特に必要となる施策(全114施策)

3－4. 建設業界 14



3－5. 建設機械
1．国内市場は業界全体として緩やかな減少もしくは横ばいの状況。海外はアジアを中心に伸長が見込まれる

 2．世界的なインフラ投資・都市化・スマートシティ化等需要拡大要因が多い→年率6.8％で市場拡大の予測
 3．ICT建機、電動建機やハイブリッド建機の普及が始まり、環境規制への対応や人手不足対策のソリューション開発が進む

観点 これまでの推移（〜2025） 今後の展望（2026〜）

市況
国内外ともに調整局面、出荷金額は減少
国内は9.000億円レベル

2026〜27 年に再成長
国内市場は1 兆円の可能性

需要 金利上昇で24年度以降減速
インフラ投資拡大(都市化・スマートシティ等）
世界的に需要拡大の見込み

技術 ICT・電動化 急進に開発進む 自動化・遠隔操作などが本格普及

製品 油圧ショベル中心、2024 年は減少 次世代ICT建機が構成比を高める

企業 国内大手 3 社が寡占 技術競争と更なる海外展開・スマート化が鍵

Company Country 2016 2024
Share

Change

Caterpillar USA 18.1 15.9 -2.2
Komatsu Japan 10.5 11.2 0.7
John Deere USA 4.5 5.5 1
XCMG China 3.4 5.4 2
Liebherr Germany 4.7 5.2 0.5
SANY China 2.5 4.6 2.1
Hitachi Japan 4.9 3.8 -1.1
Volvo CE Sweden 4.5 3.5 -1
JCB England 2.6 3.1 0.5
Sandvik* Sweden 0.8 2.9 2.1

今後の展望 メーカ別シェア推移
中国メーカの存在感UP

国内メーカ出荷額推移 コロナ明け以降大幅に出荷額
増えたが24年度より減少傾向

地域別需要及び10年後の市場規模予測 全地域で市場拡大見込 出典：Fortune

【課題】
1．国内市場は他地域と比較して需要拡大が望めない。更なるグローバル化が必要
 2．世界的にインフラ投資が続くとみられているが、不安定な政治情勢などにより計画通り進まないリスク有。
 3．建設機械および施工の更なるICT化・スマート化、環境規制対応(電動化・水素エンジン・車体軽量化など）

地域
2025

市場規模
比率

2025
市場規模
億US＄

2034
市場予測
億US＄

今後の動向

アジア 20% 341 - 大規模インフラプロジェクト、急速な都市化、スマートシティで今後も需要を牽引
インドを中心に需要拡大

中国 20% 338 - 最大の建設機械市場、大規模都市化、産業拡大、インフラプロジェクトで需要拡大。
中国メーカーもグローバル展開加速中

北米 21% 354 - 建設機械で3位の規模、安定したインフラ開発、都市拡大、自動化など先進技術の積極的導入が需要を支える
道路建設や商業プロジェクト、持続可能なインフラやスマートシティへの政府の取り組みも需要に寄与

南米 6% 104 - インフラ開発、鉱業活動、道路建設に支えられ緩やかに成長。
ブラジルとアルゼンチンは、政府主導の交通網・エネルギーインフラ改善施策により市場を牽引

欧州 27% 462 - 世界2位の需要規模。グリーンビルディング、再生可能エネルギプロジェクトへの投資増加により牽引されている。
厳しい排出規制が電動・ハイブリッド建設機械の需要押上、老朽化したインフの更新・近代化も市場成長寄与

中東・アフリカ 7% 121 - 世界4位の市場規模。UAE,サウジアラビアでのインフラ、石油・ガスプロジェクト、スマートシティ大規模投資
湾岸諸国での万博関連開発といったメガプロジェクトが需要を牽引していく

合計 100% 1,720 3,102 年平均成長率6.8％予測, 10年で1.8倍に拡大予想

3－5. 建設機械 15



3－6. 家電・建設・建機業界における課題と鍛圧機械業界への影響と展望

家
電

建
設

建
機

業界課題 鍛圧機械業界への影響と展望

● ● ● カーボンニュートラルへの対応 ・加工機械製造及び、稼働中におけるC/N
省ｴﾈへの更なる対応

● ● 人口減、高齢化による労働人口減 ・加工機・ｻｰﾋﾞｽの更なる
自動化・知能化・ICT化 DX対応

● ● ● 資材価格・人件費の高騰 ・生産性/材料使用効率向上に向けた加工技
術と加工機の開発

・加工機・ｻｰﾋﾞｽの更なる自動化・知能化・
ICT化 DX対応

● ● 海外メーカとの差別化(機能・デザイン） ・より高度な成形・切断加工技術への対応

● 電動化・燃料電池・水素エンジンへの対応

● ● 新興国を中心とした販売生産体制の更なる進展 ・ﾈｸｽﾄ中国での販売ｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸの構築
(ﾘﾓｰﾄ対応の更なる深化含む）

・海外鍛圧・板金機械ﾒｰｶ(周辺装置含む)と
の関係構築

● 軽量化への対応 ・素材変化への対応
（鋼材の高強度化 非鉄材の適用拡大）

1．環境対応 カーボンニュートラルに対応した省エネ対応
 2.  インフレ対応         資材価格、人件費高騰への対応
 3. 知能化・省力化      生産効率化、労働者不足、熟練者減少への対応

16



３－７ 工作機械業界

米国：IT半導体産業が牽引し経済規模を拡大

中国：世界の工場として
製造業を中心に成長

1. 日本の現在地

米中との差は拡大し、他国との差が縮小

米国や中国が成長している中で日本は長期停滞、インドとの差が縮まっている

工作機械はあらゆる産業の基盤となるため、世界経済の構造変化が事業機会に直結
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2.工作機械の受注推移
  【日本製装置受注高予測】

実績 途中

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

内需合計(億円) 5,862 5,305 6,294 7,503 4,932 3,245 5,103 6,032 4,768 4,415 4,005

外需合計(億円) 8,944 7,195 10,162 10,654 7,367 5,774 10,311 11,564 10,097 10,436 10,445

トータル(億円) 14,806 12,500 16,456 18,158 12,299 9,018 15,414 17,596 14,865 14,851 14,450

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

工作機械受注額(内需+外需)

工作機受注 内需合計 [百万円] 工作機受注 外需 [百万円]

(受注高(億円))

(1～11月)

・製造業の基盤を支え、幅広い業界で使われている工作機械業界の過去10年の日本製受注動向は1.5兆円前後で推移。

・また、内需の比率は以前は全体の40%程度であったが、直近では30%を下回る比率になっていて、外需頼みとなっている。

ただし、直近では中国の市場減少による影響は非常に大きいが、米国関税問題はやっと落ち着いてきて受注も増えてきた。

※日本工作機械工業会資料抜粋
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・機種別の受注比率を確認すると、マシニングセンターは、1台

の機械で複数工程をこなせる為、現状では日本工作機械の

主流。(41.4%)、2位の旋盤(34.1%)を引き離している。

・今後も人手不足、熟練工不足と多品種少量化が進んでいく

事により、自動化・省力化・複合化のニーズが更にupする。

以上からも、今後は自動化装置、マシニングセンターの比率は

50%を超えていく事が想定される。

※日本工作機械工業会データ

※単位:%

3.工作機械_受注状況分析

a)商品別受注動向(2023年【1兆4865億円】)

  b)業界別受注動向(2023年【4768億円(内需のみ)】)

42.7 

20.9 

12.1 

4.4 

19.9 

一般機械 自動車 電機・精密 航空機・造船 その他

※外需除く

※単位:%

※日本工作機械工業会データ ・業界別の受注比率を確認すると、一般機械が42.7%、

自動車(部品含)が21%と合わせて、全体の約2/3を占める。

自動車は1業種で大きな受注比率を占めていて、工作機械の

最大顧客は自動車産業である。

・ただし、自動車産業は、エンジン部品の加工に多く使われている

が、EV化が進む事で需要の減少が大きいと予想。

・また、エアバス、ボーイングなどの航空業界は、受注残が10年と

言われている、工作機械の大型受注の多い航空業界は、今後

も大型機は堅調に推移する、と思われる。

41.4 

34.1 

5.9 

3.0 

15.6 

マシニングセンター 旋盤 研削盤 放電加工機 その他
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4. 拡大キーワード・トレンド技術

協働ロボットによる自動化

人と機械の協働

工程集約

複合加工機

DX：デジタル知能

AI補正・予知保全

GX：環境性能

CO2排出量削減

社会的責任・コスト削減や企業ブランド向上

オークマ：移動式協働ロボット

合理化・設備台数の削減
省スペース・省力化・生産性向上

ヤマザキマザック：複合加工機 オークマ：複合加工機

DMG森精機：自立走行する協働ロボット

自動化を誰でも手軽に簡単に

オークマ：Green-Smart Machine

DMG森精機：デジタルツイン ヤマザキマザック：MAZATROL DX

デジタル段取りで内段取りを大幅短縮
加工機を止めることなく加工検証が可能

主要工作機械メーカーに共通する技術戦略は以下の通りである

20



5.工作機械の今後の市場規模予想と課題

a)工作機械の市場規模予測(日本製)

  b)工作機械業界の課題

・日本製の工作機械の市場規模は、2025年では979億㌦

 2030年では1374億㌦の予想で、年平均7%で成長見込み。

・製造業は更なる高精度・自動化・効率化が求められ、

精密製造需要が市場を牽引すると予想されている。

・特に、自動車・航空宇宙業界は、精密加工の需要拡大。

・ただし、原材料コストなどあらゆるもののコスト上昇に伴い、

設備投資の妨げになる可能性もあり、ウォッチが必要。

※調査会社 グランドビューリサーチ社資料

1.IoTを妨げる工作機械業界全体での協力体制

・工場内は色々なメーカーのマシンが入っているが稼働情報などの一元管理が出来ずらい

2.他社との明確な差別化製品の開発

・大小含めて日本メーカー数が多い、自社のメリットを提案できる差別化技術と商品構成

3.新興国メーカーの低価格マシンの台頭

・悪かろう、安かろうから商品力が上がり低価格がメリットになっている、今後も要注意
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6.工作機械業界_市場の動向

1.高度で精密な機械の需要拡大

・前頁でも取り上げたように、自動車、航空宇宙、電子機器等多様な産業で高精度加工が

求められる。 また製造設計の高度な複雑化に伴い、高精度・高品質な製品需要がさらに増加。

・以上からも、工作機械の高精度マシンの要求は増えていく、と予想。

２.IoTのさらなる進化とAIの融合

・IoTにより、工作機械の稼働状況、エネルギー消費量等工場の見える化が実現出来ている。

また、人手不足・熟練工不足が加速していく中、AIを使い技術伝承、機械の効率化・高度化

に対応が可能になる。

・今後は、ロボット等を取込んだ自動化技術、スマートファクトリー化が飛躍的に伸びると予想。

3.新興国メーカーの台頭

・中国などの新興国メーカーが低価格機の市場で一定の評価がされ、国際競争が激化。

また、日々各国の技術力の底上げが進んでいる状況、とも言われている。

・日本製の部品を調達し、性能向上される商品が市場に出て来て、そこそこの評価が進むと、

日本製の工作機械の優位性がいつまでも続かない可能性も出てきている。

22



7.今後求められるマシン・技術は・・・

・日本の工作機械の受注は、グローバル製造PMI※1と連動性を有する。

これは景気動向の先行指数が工作機械の受注動向に大きく寄与して

いる事と考えられる。 以上より、日本の工作機械の技術革新が世界

の景気の行方を左右する!?と思われる。

※1:グローバル製造PMI・・・世界の製造業の景況感を示す指標

1.DX化とスマート製造への進化

・工作機械をバーチャル空間上に再現し、実際の加工を行なう前にシミュレーションや事前検証

を行い、効率的な生産計画の実現が出来る仕組み・・・『デジタルツイン技術』

・更に、IoT、AI技術にて、生産プロセス構築や技術伝承を取込み効率的運用可能な仕組み

2.省エネルギー化と自動化技術

・製造業で日本の電力消費の40%を占める事からも、工作機械の省エネ化は重要なテーマ。

・またAIを取込みカメラ、センサー、ロボット(ヒューマノイド含む)等の技術と人との調和が可能

な自動化技術、これにより各工場に合った最適な自動化運用を可能とする。

3.新興国に負けない商品開発

・永遠のテーマであるが・・・新興国の各メーカーが、価格が安く、機能・性能が充実した新商品

の投入が増えてきている、グローバル市場でどの様に戦っていくか
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３－８ 半導体製造装置業界

実績 予測

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 CAGR

合計(億円) 13,089 15,642 20,436 22,479 20,730 23,835 34,430 39,275 36,976 47,681 48,634 53,498 55,103

4.9%前年比成長率(%) 1.3 19.5 30.6 10.0 -7.8 15.0 44.4 14.1 -5.9 29.0 2.0 10.0 3.0

CAGR:2024年度-2027年度)

1.1半導体製造装置
  【日本製装置販売高予測】
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※一般社団法人日本半導体製造装置協会資料抜粋
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CAGR:2024年度-2027年度)

1.2半導体製造装置
  参考:【日本市場販売高予測】

実績 予測

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 CAGR

合計(億円) 6,562 5,047 8,138 9,878 6,961 8,009 9,103 11,412 11,432 12,521 14,399 17,567 18,446

13.8%前年比成長率(%) 31.2 -23.1 61.3 21.4 -29.5 15.1 13.7 25.4 0.2 9.5 15.0 22.0 5.0
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実 績 予 想

(年度)

※一般社団法人日本半導体製造装置協会資料抜粋

■半導体市場コメント

・2024年の世界の半導体市場は、AIサーバ向けGPU※1市場の拡大や、メモリ価格の回復により、過去最大の販売となった。

2025年も引き続き増加が予想されていて、過去最高値を更新する見込みである。 特に中国市場は相変わらず好調に推移。

・また、いよいよ2nmの本格量産が開始され、2026年からフラグシップのスマホへの搭載がスタートする見込みと、AIサーバー向け

GPUとHBM※2の需要も旺盛になり、データセンターの消費電力抑制と演算能力の両立を図るためにも、引き続き好調に推移

すると思われる。

・ただし、車載中心のパワー半導体の需要は慎重意見が多く、本格的な回復は、2026年以降となる可能性が高い。

・2026年度は台湾以外の企業でも2nmの投資が増加、日本でも2nmの投資が期待され、中長期的に高い成長が見込まれる。

※1:GPU・・・画像や映像の描写に必要な計算を高速で処理する為の半導体

※2:HBM・・・複数のDRAMチップを垂直に積み重ねた3D積載構造の次世代半導体
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国 企業名 2024年 2023年 前年比率 代表的な工程(装置)

1 オランダ ASML 46,069 41,613 +10.7% 露光装置(EUV)

2 米国 アプライドマテリアルズ 40,319 35,398 +13.9% イオン注入装置

3 米国 ラムリサーチ 24,476 20,040 +22.1% エッチング装置

4 日本 東京エレクトロン 23,232 18,264 +27.2% レジスト塗布

5 米国 KLA 16,379 12,786 +28.1% 検査機器

6 日本 アドバンテスト 6,832 4,981 +37.2% 検査機器

7 日本 SCREEN 5,157 3,881 +32.9% 洗浄装置

8 中国 NAURA 4,977 3,205 +55.3% イオン注入装置

9 オランダ ASM international 4,781 3,977 +20.2% スパッタリング装置

10 日本 ディスコ 4,040 2,954 +36.8% ダイシング

11 米国 テラダイン 3,207 2,547 +25.9% 検査機器

12 日本 キャノン 2,813 2,250 +25.0% 露光装置

13 韓国 SEMS 2,698 2,714 -0.6% 洗浄装置

14 日本 Lasertec 2,420 1,899 +27.4% フォトマスク、検査装置

15 日本 日立ハイテック 2,250 2,082 +8.1% エッチング装置

16 日本 Kokusai Electric 2,238 1,918 +16.7% スパッタリング装置

17 中国 AMEC 1,903 1,241 +53.3% プラズマエッチング装置

18 日本 荏原 1,571 1,447 +8.6% CMP装置(研磨)

19 米国 Axcelis 1,537 1,583 -2.9% イオン注入装置

20 シンガポール ASMPT 1,317 1,138 +15.7% ウエハ成膜、ダイシング

2.半導体製造装置 売上ランキング 単位:億円

※TONARISM(株)社 集計資料抜粋

・2024年は、中国での半導体投資が大幅に拡大した事で、各メーカーの売上・利益がupした。(前年比率参照)

日系メーカーは、殆どの各社で市場平均を上回る成長を達成、中国需要と、市場シェア向上が寄与したと考えられる。

・また、TSMCやDRAMメーカーによるHBM※2投資も活発、後工程市場の装置も高い成長が続いているのが特徴的で

あった。 (日系では、キヤノン、ディスコ、アドバンテストなど)、今後も後工程市場は、投資が活発であると思われる。
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3.半導体市場・製造装置市場の動向(案)

a)半導体市場規模

・2025年AIの技術が予想以上に進み、市場規模は大幅に拡大した。 また色々な産業でAI技術が取り込まれ、更に

省エネ、高効率化や自動運転、5G化、医療、宇宙開発など半導体は幅広い産業で必要不可欠である為、中長期的

に半導体市場は拡大する。 (自動車関連のパワー半導体は、少し低迷が続く予想だが、少しずつ回復に向かう。)

・また地域軸では、中国市場が高い伸びを記録、ICの市場シェアは20%を超えてくると予想されている。

アメリカは、中国市場への先端AI半導体技術等の輸出を制限しているが、中国は『中国製造2025』で半導体自給率を

2030年に75%とするなど、投資はまだまだ高い水準で進む事と思われる。

・アメリカ市場は、NVDIAのAI向けGPU※1は大きな注目を集めたが、これはまだまだ止まらない、と予想する。

また5G、AI、自動運転、軍事など先端技術の中核として、アメリカ経済の成長を加速させるには欠かせない技術である。

・日本市場は、国家の予算(補助金)を投じて各地域に新工場の建設計画も多くあり、今まで以上に投資は進むと思われ

      る。 また2027年に2nmの先端半導体量産に

向けた投資と準備を加速しており、今後に期待する。

以上よりも、

年平均6～7%で成長し
2030年の市場規模は
100兆円(約7800億ドル)
が見込まれている。
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b)半導体製造装置市場

・世界の半導体製造装置の市場は、米国、日本、オランダの企業が非常に高いシェアを占めている。

その中でも日本企業は、特定の分野で非常に高い技術力とシェアを持つ『ニッチトップ』企業が多い事です。

・塗布、現像装置(コータ/デベロッパ)・・・東京エレクトロンが世界シェアの約90%

・洗浄装置 ・・・SCREEN、東京エレクトロンが高いシェア

・ダイシングソー ・・・ディスコが圧倒的なシェアを維持

・EUVマスクブランクス検査装置 ・・・レーザテックが世界シェア100%を独占

        ・メモリテスター ・・・アドバンテストが世界シェアの約50%

・これらの分野は、日本企業の装置が無いと最先端の半導体は製造できない、日本企業は不可欠な役割を担って

いる

と言われている。 ただしエッチング、露光装置(ASML)は海外企業にシェアを譲っている側面もある。

●今後の注目装置(1)

①微細化の先にある次世代技術

・2nmの先端半導体の『微細化』技術は、物理的に限界に近づいている。

a)露光技術 EUV(極端紫外線)の次に、『High-NA EUV』の高精細技術

b)微細化技術の次の注目技術

・トランジスタの構造を立体化するGAA(チップの多層化)

・複数のチップを一つに統合する『チップレット』技術

・裏面電源供給網(BSPDN)・・・信号用のトランジスタの配線は上層部、電力供給は下層部に分別配置)

・フリップチップ方式(直接チップを基盤に実装する技術)

・以上の様に今後はチップとチップ、チップと基盤、を高密度に接続する技術も注目されている。(後工程)

チップレット技術 GAA技術

構
造
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●今後の注目装置(2)

②難削材(素材)を加工する

・SiC(シリコンカーバイト)は自動車メーカーとして必須な材料であり、加工に対して各メーカーが装置を投入している。

・SiCを使用すると

・EV用駆動用インバータでは、SiCの半導体を使用すると、後続距離が10%upする。

・高温、放熱性に優れている為、冷却部品、インバータサイズが小さくなり、車輌サイズ、重量が小さくて済む。

また、大口径化(8インチ)の実用化により、生産量の向上でコストの見通しが出てきて需要は更に広がる、と思われる。

・今後カーボーニュートラル達成に向けて、電力消費の効率化、電気電子機器の消費電力の最小化に向けて、

パワー半導体の材料として、シリコンカーバイトの次の高性能素材として、以下の素材が期待されている。

        ・上記の様な新しい素材に対応できる装置、また更に高精度に加工できる装置も重要になる。

・また、次世代移動通信システムも5Gから2030年過ぎには6G

の世界が進んできていると言われている。

・例えば、VRの世界で実際のオフィスで交流している感覚で

オンライン会議やテレワーク環境が整備されると期待されている。

・右図の様に、超高速・大容量通信、消費電力のコスト低減など

半導体の技術革新が更に期待されている。

窒化ガリウム(GaN)、酸化ガリウム(Ga203)、ダイヤモンド(C)

・以上の様に前頁も含め新しい技術に対応できる装置をいち早く開発出来るか、がポイントになる。
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第４章 目指すべき方向性と戦略
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方向性と戦略
①スマートファクトリー化の実現

AIによる予知保全・品質予測

生産ラインのIoT化によるスマートファクトリーの導入

②省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応

再生可能エネルギー、リサイクル材の活用

環境・安全基準の標準化

③人材不足・技能伝承への取組み

技能伝承の為のDX化

女性や外国人が働きやすい職場環境・人材育成プログラムの整備

④グローバル競争力の強化

低価格戦略から高付加価値（新素材、高機能部品対応）戦略の転換

国際規格策定への参画

地政学的リスクへの対応

⑤成長産業市場へのインテリジェンス強化

AI・半導体製造措置・医療機器・ロボティクス・再生可能エネルギー

・次世代エネルギー・航空宇宙など成長が期待される分野の技術動向

やニーズを分析

⑥日本ブランドの再構築

高品質・高精度・高信頼性と新技術を組合わせ新日本ブランドを確立

省エネ、自動化、ロボット技術、精密加工技術などを世界に発信する

期待効果

監視により予知保全が可能となり設備故障リスクの低減。

また、品質予測により安定生産が可能となり効率が向上

ESG対応強化による企業価値の向上

国際市場での信頼性向上

技術の継承、蓄積

労働力不足の緩和

技術優位性の確立で国際市場での競争力向上

サプライチェーンの強靭化

従来の自動車産業中心の需要構造からの脱却

新たなる市場への事業展開

環境性能・安全性・ロボット技術、自動化技術等と

DXとの組み合わせで世界をリード
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						-７　鍛圧機械　受注先分析とプレス系機械ＶＳ板金系機械 タンアツキカイ ジュチュウ サキ ブンセキ ケイ キカイ バンキンケイ キカイ																						7)実質ＧＤＰ成長率と公・民・外需の寄与度　⇒　民需中心の経済成長が持続 ジッシツ セイチョウリツ コウ ミン ガイジュ キヨド ミンジュ チュウシン ケイザイ セイチョウ ジゾク																								・リーマンショック後の回復により2010年ごろから活発化した日系 ゴ カイフク																																																																																																																														・リーマンショック後のＧＤＰ推移 ゴ スイイ

								8)鍛圧機械合計　国内業種構成比 タンアツキカイ ゴウケイ コクナイ ギョウシュ コウセイヒ																				8)輸出数量への品目別寄与度　⇒　自動車が大きく寄与。電気機器の増加は限定的 ユシュツ スウリョウ ヒンモク ベツ キヨド ジドウシャ オオ キヨ デンキ キキ ゾウカ ゲンテイテキ																								自動車会社の地産地消を目指した海外展開が落ち着きを見せ始めたものの オ ツ ミ ハジ																																																																																																																														・輸出数量の品目別推移 ユシュツ スウリョウ ヒンモクベツ スイイ

						-８　プレス系鍛圧機械の受注金額と日本車の世界生産台数との相関 ケイ タンアツ キカイ ジュチュウキンガク ニホンシャ セカイセイサンダイスウ ソウカン																						　【2006年当時の鍛圧業界の産業ビジョン】 ネン トウジ タンアツ ギョウカイ サンギョウ																								未だ継続しており、顧客の設備投資は安定した状況。 コキャク セツビトウシ アンテイ ジョウキョウ																																																																																																																														・為替レート推移 カワセ スイイ

								9)プレス系鍛圧機械の受注金額と日本車の世界生産台数との相関																				　顧客商品の付加価値向上を実現させる鍛圧製品の提供　→　国際競争力の強化																						-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																				・自動車生産台数推移 ジドウシャ セイサン ダイスウ スイイ

								10)世界の地域別自動車生産台数推移 セカイ チイキベツ ジドウシャ セイサンダイスウ スイイ																				　JAPANブランドの確立								MF-TOKYOの開催																・技術の差別化によるオンリーワンを目指す活動が主ではあったが ギジュツ サベツカ メザ カツドウ シュ																																				ワールドブランド確立のための3つの戦略（オンリーワン差別化、海外ハイエンド攻略、海外ユーザ抱え込み）について、加盟各社へのアンケート調査結果と実施事例 カクリツ センリャク サベツカ カイガイ コウリャク カイガイ カカ コ カメイ カクシャ チョウサ ケッカ ジッシ ジレイ																																																																																								-２　新素形材産業ビジョンへの取組み状況 シンソケイザイサンギョウ トリク ジョウキョウ

								11)日本車世界生産台数推移 ニホンシャ セカイセイサンダイスウ スイイ																				　エコマシン								ＭFエコマシン認証制度																その成果は部分的なものにとどまる一方、海外の市場は玉石混交。 セイカ ブブンテキ イッポウ カイガイ シジョウ ギョクセキコンコウ																																																																																																										※2014年産業ビジョン　4章 目指すべき戦略の-1~-3各項目に関する結果 ネン サンギョウ ショウ メザ センリャク カク コウモク カン ケッカ																				・世界で勝てる技術力を持つ セカイ カ ギジュツリョク モ								⇒ＭＦ技術大賞の継続。 ギジュツタイショウ ケイゾク

				２章　鍛圧機械業界の強みと弱み ギョウカイ ツヨ ヨワ																						-２　MFエコマシン製品の認定状況と省エネ効果																										ハイエンドと言えど、イニシャルコストに引っ張られる状況は変わらず。 イ ヒ パ ジョウキョウ カ																																																																																																																														・仕事の幅を広げて、付加価値を高める シゴト ハバ ヒロ フカカチ タカ								⇒ＭＦスーパー特自検の創設 トクジケン ソウセツ

						-１　業界の強みと弱み（プレス系グローバル競争力） ギョウカイ ツヨ ヨワ ケイ キョウソウリョク																						9)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による機種数分布 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キシュスウ ブンプ																								そのようななかで、顧客も人材リソースの減少からsingle responsibility コキャク ジンザイ ゲンショウ																																																																																																																														・魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる ミリョクテキ ゲンバ ミリョクテキ ジンザイ ソダ								⇒ＭＦ優秀社員表彰制度の継続 ユウシュウ シャイン ヒョウショウ セイド ケイゾク

						-２　鍛圧機械　受注動向　国内受注と輸入金額 タンアツキカイ ジュチュウドウコウ コクナイ ジュチュウ ユニュウ キンガク																						10)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による寄与率 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キヨリツ																								を求める顧客のターンキー要求は少しづつ強まるが、海外においては モト コキャク ヨウキュウ スコ ツヨ カイガイ																																																																																																																														・健全な取引慣行で強靭なサプライチェーンを作る ケンゼン トリヒキ カンコウ キョウジン ツク								⇒健全な取引慣行の継続 ケンゼン トリヒキ カンコウ ケイゾク

								12)鍛圧機械　輸入金額と輸入比率 タンアツキカイ ユニュウキンガク ユニュウ ヒリツ																				11)ＭＦエコマシン認証製品の登録機種数推移 ニンショウ セイヒン トウロク キシュ スウ スイイ																								種々の問題から対応困難な面が解消せず、これまでの取組は部分的にとどまる。 シュジュノモンダイ タイオウ コンナン メン カイショウ トリクミ ブブンテキ																																																																																																																														・自らの仕事をもっと世の中に発信する ミズカ シゴト ヨ ナカ ハッシン								⇒MF-TOKYOの継続 ケイゾク

				３章　業界会員が求める最大の取り組み ギョウカイ カイイン モト サイダイ ト ク																				３章　２００６～２０１３年の環境変化と今後																								３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　鍛圧機械業界を取り巻く環境変化と今後 タンアツ キカイ ギョウカイ ト マ																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																						・海外市場を取り込み「グローバル企業」を目指す カイガイシジョウ ト コ キギョウ メザ								⇒ＭＦエコマシン認証制度の継続。 ニンショウ セイド ケイゾク

								13)業界団体別の重要度アンケート（経産省） ギョウカイ ダンタイベツ ジュウヨウド ケイサンショウ																		-１　日本の製造業を取り巻く環境の変化①～④																								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ セイゾウギョウ ト マ カンキョウ ヘンカ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界情勢 セカイ ジョウセイ										気候関連財務情報開示タスクフォース								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																												　ISO国際規格策定への積極参画

								　日鍛工会員では「独自の技術・技能の開発」がトップ ニッタンコウ カイイン ドクジ ギジュツ ギノウ カイハツ																				12)世界市場の概況・新興国、ローカルメーカの状況・日系メーカの状況 セカイ シジョウ ガイキョウ シンコウコク ジョウキョウ ニッケイ ジョウキョウ																								・リーマンショックからの回復後は堅調な設備投資が継続したと思われるが、 カイフクゴ ケンチョウ セツビトウシ																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・温暖化、気候変動　⇒　カーボンニュートラル、ＴＣＦＤ、エネルギー構成 オンダンカ キコウヘンドウ コウセイ																		・カーボンニュートラル																-３　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ

				４章　顧客業界のニーズとシーズ コキャクギョウカイ																								13)2006年以降のＧＤＰ成長率と寄与度 ネン イコウ セイチョウリツ キヨド																								2019年ごろから設備投資に対する考え方が日系メーカーでも少しづつ ネン セツビトウシ タイ カンガ カタ ニッケイ スコ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・新型コロナの影響　⇒　生活様式の変化 シンガタ エイキョウ セイカツヨウシキ ヘンカ																		・ＤＸ																		オンリーワン　　　　　⇒技術の差別化 ギジュツ サベツ カ

						-１　自動車部品のニーズ ジドウシャ ブヒン																						14)輸出数量の伸びにおける品目別寄与度 ユシュツ スウリョウ ノ ヒンモクベツ キヨド																								変化しつつある。 ヘンカ																		１）経済社会環境の変化 ケイザイシャカイ カンキョウ ヘンカ																																				・SDGs																																				・国、地域　⇒　米中覇権（中国台頭）、EU、アジア クニ チイキ ベイチュウ ハケン チュウゴク ダイ トウ																																				海外ハイエンド攻略　　⇒省人化・自動化 カイガイ コウリャク ショウジン カ ジドウカ

								14)金属プレス技術と自動車との関係 キンゾク ギジュツ ジドウシャ カンケイ																				15)為替レートと日本車の内外生産台数の推移 カワセ ニホンシャ ナイガイ セイサン ダイスウ スイイ																								・新型コロナウィルスのパンデミックに見舞われた2020年度は行動制限も コウドウセイゲン																		・世界的な鉄鋼素材、物流費、人件費の価格が高騰してきている セカイテキ テッコウ ソザイ ブツリュウ ヒ ジンケンヒ カカク コウトウ																		・アフターコロナ/With コロナでのニューノーマルへの対応 タイオウ																																		-2　生産品別生産国（生産拠点）の変化 セイサン ヒン ベツ セイサンコク セイサン キョテン ヘンカ																				・人口、高齢化　⇒　働き方改革。定年70歳 ジンコウ コウレイカ ハタラ カタ カイカク テイネン サイ																※2014年産業ビジョン　3章 2006~2013年の環境変化と今後の-1~-8各項目に ネン サンギョウ ショウ ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ カク コウモク																				海外ユーザ抱え込み　　⇒ターンキーソリューション カイガイ カカ コ

								15)ハイテン材の動向 ザイ ドウコウ																				16)為替レートとデジタルカメラ国内出荷台数の推移 カワセ コクナイ シュッカ ダイスウ スイイ																								あり、2009年度のリーマンショック同様の急激な落ち込みに見舞われた。																		・コロナにより、サプライチェーン維持（ＢＣＰ）の思考に変化がある イジ シコウ ヘンカ																		・地球環境への意識への高まり（CN　化学物質規制の高まり） チキュウ カンキョウ イシキ タカ カガク ブッシツ キセイ タカ																-２　自動車産業（大変革の時代へ）																																																		「Electric」				　関する2014~2022年の環境変化と今後をコメント カン ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ

						-２　情報家電部品のニーズ ジョウホウ カデン ブヒン																				-２　自動車産業（リーマンショック後の変化） ゴ ヘンカ																										・環境負荷削減のため、燃費向上・軽量化を求められた自動車産業は カンキョウフカ サクゲン ネンピ コウジョウ ケイリョウカ モト ジドウシャ サンギョウ																		デジタル化戦略の急進 カ センリャク キュウシン																		・少子高齢化　人口減による慢性的な人手不足及び、ダイバーシティ（特に女性　高齢者）への対応の必要性（製品・サービス）　 ショウシ コウレイカ ジンコウゲン マンセイテキ ヒトデ フソク オヨ トク ジョセイ コウレイシャ タイオウ ヒツヨウセイ セイヒン																		１）ガソリン車→ハイブリッド→EV シャ																-3　新エネルギー（再生可能エネルギー）産業の発展 シン サイセイ カノウ サンギョウ ハッテン																		-2　技術革新 ギジュツ カクシン						「Connected」「Autonomous」「Shared & Services」												　■2021~2022年での新型コロナウィルスによる影響に着眼 ネン シンガタ エイキョウ チャクガン																３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後

								16)金属プレス技術と情報家電との関係 キンゾク ギジュツ ジョウホウ カデン カンケイ																				「市場構造の変化」⇒「市場の分散化」「ローカルメーカの躍進」 シジョウコウゾウ ヘンカ シジョウ ブンサンカ ヤクシン																								部品レベルで小型・軽量化が進行。 コガタ ケイリョウカ シンコウ																		・米中の対立が深まり自由貿易、投資環境に変化が起こっている ベイチュウ タイリツ フカ ジユウボウエキ トウシ カンキョウ ヘンカ オ																																				２）水素自動車、水素エンジン（新たなエネルギー） スイソ ジドウシャ スイソ アラタ																		再生可能エネルギーの種類と特徴 サイセイ カノウ シュルイ トクチョウ																		・自動車業界　⇒　CASE、ＭaaＳ ジドウシャギョウカイ										Mobility as a Service																								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ

								17)ＨＤＤの開発動向 カイハツ ドウコウ																				　　　　　　　　　　「エネルギー制約対応」とその課題 カダイ																								・2021年度は変異ウイルスにより感染はさらに拡大するも、各国とも経済は ネンド ヘンイ カンセン カクダイ カッコク ケイザイ																		・カーボンニュートラルへの取組みは世界各国の共通の課題である トリク セカイ カッコク キョウツウ カダイ																		・経済のグローバル化に伴うサプライチェーンへの影響 ケイザイ カ トモナ エイキョウ																		３）CASEがトレンドに																		・水力発電 スイリョク ハツデン																		・ＤＸ、AI　⇒　生産性、商品付加価値 セイサンセイ ショウヒンフカカチ																																				・カーボンニュートラル

						-３　ロボット分野のニーズ ブンヤ																				-３　デジタル家電産業（リーマンショック後の変化）																										停めずに対応。しかしながらゆるやかな回復もしくは足踏み状態にとどまり ト タイオウ カイフク アシブ ジョウタイ																		　それに対応するニーズ（環境配慮、軽量化）がより顕著になる タイオウ カンキョウ ハイリョ ケイリョウカ ケンチョ																		　政治的リスク（米中対立　経済安全保障　保護主義） セイジテキ ベイチュウ タイリツ ケイザイ アンゼン ホショウ ホゴ シュギ																																				・太陽光発電 タイヨウコウ ハツデン																																																						・ＤＸ,　AI　→　生産性、商品付加価値、人材育成 セイサンセイ ショウヒンフカカチ ジンザイイクセイ

								18)金属プレス技術とロボットとの関係 キンゾク ギジュツ カンケイ																				「国際分業の加速」⇒「製品のコモディティ化、低価格化」とその課題 コクサイブンギョウ カソク セイヒン カ テイカカク カ カダイ																								各国とも2019年レベルには戻らず。 カクコク ネン モド																																				　気候変動リスク（自然災害） キコウ ヘンドウ シゼン サイガイ																-３　働き方改革 ハタラ カタ カイカク																				・風力発電 フウリョク ハツデン																-3　社会的要請 シャカイテキ ヨウセイ																																						・新型コロナ禍 シンガタ カ

								19)金属プレス技術と燃料電池との関係 キンゾク ギジュツ ネンリョウデンチ カンケイ																		-４　海外日系ユーザの現地調達率のアップ																										・2020年を境にカーボンニュートラルに対する各国政府のコミットが加速。 ネン サカイ タイ カクコクセイフ カソク																		２）自動車業界の変化 ジドウシャギョウカイ ヘンカ																																				１）テレワーク、Web会議の定着化 カイギ テイチャクカ																		・バイオマス発電 ハツデン																		・ＳＤＧs、ESG投資　⇒　持続可能な社会、政策（連携、補助金、規制） トウシ ジゾクカノウ シャカイ セイサク レンケイ ホジョキン キセイ																																				・少子高齢化 ショウシコウレイカ

								20)ロボットの構成要素・燃料電池の構造 コウセイヨウソ ネンリョウデンチ コウゾウ																				17)我が国製造業の海外生産比率推移 ワ クニ セイゾウギョウ カイガイ セイサン ヒリツ スイイ																								・各地域の宣言時期を時系列でみると カクチイキ センゲン ジキ ジケイレツ																		・エリア別自動車市場の変遷→HEV、EV、FCVの販売台数推移・予想 ベツ ジドウシャ シジョウ ヘンセン ハンバイ ダイスウ スイイ ヨソウ																-2     主要顧客を取り巻く環境の変化 シュヨウ コキャク ト マ カンキョウ ヘンカ																																						・地熱発電 チネツ ハツデン																		・品質　⇒　製造責任、品質確認 ヒンシツ セイゾウセキニン ヒンシツ カクニン																																				・ＳＤＧｓ

						-４　先進技術製品のニーズ センシンギジュツ セイヒン																						18)輸送機械（自動車）の調達状況 ユソウキカイ ジドウシャ チョウタツ ジョウキョウ																								中国：NEV（New Energy Vehicle）																		　各国でZEV化計画が発表されたが、今後の実普及率、車種に格差が生じる カッコク カ ケイカク ハッピョウ コンゴ ジツ フキュウリツ シャシュ カクサ ショウ																		１）自動車業界 ジドウシャ ギョウカイ																																				メリット・デメリット																																																						・米中対立 ベイチュウ タイリツ

								21)マイクロ化学チップ カガク																				19)我が国製造業企業の海外事業展開に関する調査報告 ワ クニ セイゾウギョウ キギョウ カイガイ ジギョウ テンカイ カン チョウサ ホウコク																								　　　20年10月 中国汽車工程学会の政府諮問																		　可能性がある。また、新興国と先進国間でも普及率に格差が生じる。 カノウ セイ シンコウコク センシンコク カン フキュウリツ カクサ ショウ																		・CN　CASE　MaaSへの対応 タイオウ																-４　新エネルギー シン																				企業の取り組み キギョウ ト ク																																																						・ニューノーマル

						-５　塑性加工のシーズ（複合成形） ソセイカコウ フクゴウ セイケイ																						20)日本企業の海外生産を支える産業財輸出と深層の現地化 ニホンキギョウ カイガイセイサン ササ サンギョウザイ ユシュツ シンソウ ゲンチカ																								日本：2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに伴うｸﾞﾘｰﾝ成長戦略																		・貿易黒字の5割を占める外貨の稼ぎ頭の業界であり依存度が高い。 ボウエキクロジ ワリ シ ガイカ カセ カシラ ギョウカイ イゾンド タカ																		　設備投資対象の変化（従来の生産性向上から戦略分野への投資のシフト） セツビ トウシ タイショウ ヘンカ ジュウライ セイサンセイ コウジョウ センリャク ブンヤ トウシ																		１）水素の実用化 スイソ ジツヨウカ																																																																								・サプライチェーン（現地調達率のアップ、水平分業化、リスクに対するBCP構築） ゲンチチョウタツリツ スイヘイ ブンギョウカ タイ コウチク

								22)塑性加工/切削、塑性加工/結合、熱間/冷間鍛造、板金成形/冷間鍛造 ソセイカコウ セッサク ソセイカコウ ケツゴウ ネッカン レイカン タンゾウ バンキン セイケイ レイカン タンゾウ																		-５　自動車・情報家電以外で今後成長が期待できる産業																										　　　21年6月18日 経済産業省																		・先進的な技術の開発と投入の実現へのニーズがより高くなってきた。 センシンテキ ギジュツ カイハツ トウニュウ ジツゲン タカ																		　業界構造の変革　垂直統合から水平分業化の可能性 ギョウカイ コウゾウ ヘンカク スイチョク トウゴウ スイヘイ ブンギョウカ カノウセイ																																		-4　自動車燃料の変化と将来 ジドウシャ ネンリョウ ヘンカ ショウライ																																																								・品質　→　製造責任、品質確認 ヒンシツ セイゾウセキニン ヒンシツ カクニン

						-６　塑性加工のシーズ（複動成形） ソセイカコウ フク ドウ セイケイ ゴウセイ																						21)産業構造の転換：経産省「産業ビジョン２０１０」 サンギョウコウゾウ テンカン ケイサンショウ サンギョウ																								欧州：ECV（Electro Combustion Vehicle）																		・新たなプレーヤーの参入が見込まれる。生産革命の急進の恐れがある。 アラ サンニュウ ミコ セイサンカクメイ キュウシン オソ																		　新規プレーヤの参入 シンキ サンニュウ																-５　医療 イリョウ																				・バイオ燃料 ネンリョウ

								23)ＦＣＦ工法、閉塞鍛造、ハイドロフォーミング対向液圧成形 コウホウ ヘイソク タンゾウ タイ ム エキアツ セイケイ																		-６　環境・新エネルギー産業																										　　　21年7月14日 EU Commission Statement																																				　マルチマテリアル化 カ																		１）新型コロナウイルスとの共存へ シンガタ キョウゾン																		・天然ガス テンネン

						-７　塑性加工のシーズ（逐次成形） ソセイカコウ チクジ セイケイ ゴウセイ																						22)新たなエネルギー産業の市場拡大 アラ サンギョウ シジョウ カクダイ																								米国：ZEV（Zero Emission Vehicle）																		３）鍛圧機械業界の変化 タンアツキカイギョウカイ ヘンカ																		２）デジタル家電業界 カデン ギョウカイ																																				・水素燃料 スイソ ネンリョウ																																																				-２　自動車産業（カーボンニュートラルに向けた変化）

								24)フローフォーミング、揺動鍛造、インクリメンタル成形 ユ ドウ タンゾウ セイケイ																				23)省エネ・新エネ産業分野における競合企業の国籍 ショウ シン サンギョウブンヤ キョウゴウ キギョウ コクセキ																								　　　21年8月5日 バイデン大統領声明																		・新産業分野におけるプレス系機械の活躍拡大を提唱するも基本的には シンサンギョウブンヤ ケイ キカイ カツヤク カクダイ テイショウ キホンテキ																																																																																																												・ｘEV化		→エリア別自動車市場の変遷、HEV、EV、FCVの販売台数推移・予想

						-８　塑性加工のシーズ（液圧成形） ソセイカコウ エキアツ セイケイ ゴウセイ																				-７　医療・福祉・バイオ産業																										特に、欧州は最終目標値から、「・・・でなければならない」という視点																		　自動車業界への偏重的な依存体質に変わりはない。 ジドウシャ ギョウカイ ヘンチョウテキ イゾンタイシツ カ																		３）																																		-5　次世代自動車の現状と展望 ジセダイ ジドウシャ ゲンジョウ テンボウ																																																								・CASE、ＭaaＳ→設備投資対象の変化（従来の生産性向上から戦略分野への投資のシフト）

						-９　塑性加工のシーズ（微細精密成形） ソセイカコウ ビサイ セイミツ セイケイ ゴウセイ																						24)各国の高齢化率の推移 カッコク コウレイカ リツ スイイ																								で中間目標を策定するため、積み上げ方式の日本よりも野心的な目標値を																		・輸出比率が増えたが数年前にピークを迎え飽和状態になっている。 ユシュツ ヒリツ フ スウネン マエ ムカ ホウワ ジョウタイ																																																						・クリーンディーゼル車 クルマ																																																						・バイオ燃料・水素燃料・天然ガス→自動車燃料の変化 ネンリョウ ジドウシャネンリョウ ヘンカ

				５章　鍛圧機械の技術開発の方向性 タンアツキカイ ギジュツ カイハツ ホウコウセイ																								25)医療分野での輸入比率が高い製品 イリョウブンヤ ユニュウヒリツ タカ セイヒン																								課す傾向。これらにより自動車業界におけるｘEV化は加速。 ジドウシャ ギョウカイ カ カソク																		　新興国ローカルメーカのより向上した製品力やコロナの影響がある。 シンコウコク コウジョウ セイヒン リョク エイキョウ																		４）																																				・ハイブリッド車（HV/PHV） クルマ																																																						・新規プレーヤの参入 シンキ サンニュウ

						-１　ネットシェイプ成形に資する鍛圧機械 セイケイ シ タンアツキカイ																				-８　ロボット産業																										・コロナウィルスの感染拡大により一本調子の回復を妨げられる製造業に カンセンカクダイ イッポンチョウシ カイフク サマタ セイゾウギョウ																																																																								・電気自動車（EV） デンキ ジドウシャ																																																				-３　電気・半導体関連産業 デンキ ハンドウタイ カンレンサンギョウ

						-２　省資源・省エネルギに資する鍛圧機械 ショウシゲン ショウ シ タンアツキカイ																						26)アジアの産業用ロボット稼働台数 サンギョウ ヨウ カドウ ダイスウ																								あって、半導体産業はかつてのようなフラクチュエーションもなく ハンドウタイサンギョウ																																																																								・燃料電池車（FCV） ネンリョウ デンチ クルマ

						-３　人に優しい鍛圧機械 ヒト ヤサ タンアツキカイ																						27)中国賃金レベルと産業用ロボット輸入額の推移 チュウゴク チンギン サンギョウヨウ ユニュウ ガク スイイ																								右肩上がりの好調さを維持。テレワークやオンライン学習など人々の ミギカタア コウチョウ イジ

						-４　先進技術分野を対象とした微細精密プレス センシンギジュツ ブンヤ タイショウ ビサイ セイミツ																				-９　国内プレス加工業界の現状																										生活様式の変化に伴い、データトラフィック量の爆発的な増加による セイカツヨウシキ ヘンカ トモナ リョウ																																																																						-6　今後期待できる産業 コンゴ キタイ サンギョウ																																																						-４　工作機械関連産業 コウサクキカイ カンレンサンギョウ

				６章　何故エコプロダクツ商品なのか？ ナニユエ ショウヒン																								28)金属プレス業界の規模別事業所数の変化 キンゾク ギョウカイ キボベツ ジギョウショスウ ヘンカ																								半導体需要は20年後半以降も旺盛。中期的にも自動車のEV化や５Gなど ネン コウハンイコウ オウセイ チュウキテキ ジドウシャ カ

								25)顧客を取り巻く環境と鍛圧機械業界の技術革新 コキャク ト マ カンキョウ タンアツキカイ ギョウカイ ギジュツ カクシン																				29)金属プレス工業協会会員企業の常用従業員数と販売金額の推移 キンゾク コウギョウ キョウカイ カイイン キギョウ ジョウヨウ ジュウギョウイン スウ ハンバイ キンガク スイイ																								各国策に沿った企業動向による半導体需要の伸長に伴い、半導体設備																																																																						-7　新素材、新技術 シン ソザイ シン ギジュツ

								ユーザニーズは総てエコプロダクツに結び付く スベ ムス ツ																				30)鍛圧機械工業会会員企業の受注金額に占める輸出比率 タンアツキカイ コウギョウカイ カイイン キギョウ ジュチュウキンガク シ ユシュツヒリツ																								関連の投資は拡大傾向。																																																																																																																												-５　建築関連産業 ケンチク カンレンサンギョウ

						-１　業界におけるエコ商品 ギョウカイ ショウヒン																						①国内事業者数の大幅な低下：								事業者数、従業員の減少、電気・通信、事務の減少																・それぞれの企業に対する社会課題の解決への取組要求は不可避となり、 キギョウ タイ シャカイカダイ カイケツ トリクミ ヨウキュウ フカヒ

								26)鍛圧機械業界のエコプロダクツ商品の現状 タンアツ キカイ ギョウカイ ショウヒン ゲンジョウ																				②新興国での需要増加：								低価格化																生産活動においてだけでなく、その生産に使う設備においても、一次的には セイサンカツドウ セイサン ツカ セツビ イチジテキ

						-２　鍛圧機械　受注動向　サーボプレスの受注動向 タンアツキカイ ジュチュウドウコウ ジュチュウドウコウ																						③自動車業界：								低価格化、新技術による軽量化																コストをかけてでも対策が求められる時代が到来。 モト ジダイ トウライ																																																																																																																												-６　新素材、新技術 シンソザイ シンギジュツ

								27)機械プレスにおけるサーボプレス比率 キカイ ヒリツ																				④デジタル家電業界：								国内生産の減少、ＥＭＳによる一極大量生産が拡大

								28)パンチングプレスにおけるサーボプレス比率 ヒリツ																				⑤一般家電業界：								新興国での大量生産

				７章　鍛圧機械業界の今後の取り組み タンアツキカイ ギョウカイ コンゴ ト ク																								⑥新産業分野： ブンヤ								成長可能分野、ただし市場は小さい

						-１　JAPANブランドの確立による国際競争力強化 カクリツ コクサイキョウソウリョク キョウカ																		４章　目指すべき戦略																								４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

								　・国際基準作り コクサイキジュン ツク																		-１　新素形材産業ビジョン（経産省素形材産業室）が目指す６方向性と日本鍛圧機械工業会の取組み ケイサンショウ ソケイザイサンギョウシツ																										市場の変化に対する戦略 シジョウ ヘンカ タイ センリャク																		１．新産業分野、新材料への需要拡大 シンサンギョウ ブンヤ シンザイリョウ ジュヨウ カクダイ																-１　2021年度版　ものづくり白書が示す「製造業のニューノーマル」における3つのKey Wordに基づく、鍛圧機械業界の目指すべき方向性 ネンド バン ハクショ シメ セイゾウギョウ モト タンアツ キカイ ギョウカイ メザ ホウコウセイ																		1.目指すべき方向性																																				-1　持続可能な成長 ジゾク カノウ セイチョウ																		※経済産業施策の新機軸（2021年6月）と日本鍛圧機械工業会の取り組み ケイザイ サンギョウ セ サク シンキジク ネン ガツ コウギョウカイ ト ク

								　・マーケット戦略 センリャク																				＜別添参照＞ ベッテン サンショウ																								顧客のカーボンニュートラル対応要求に応える設備の提供 コキャク タイオウ ヨウキュウ コタ セツビ テイキョウ																		　新産業、新素材いずれでも日本がリーダシップをとる シンサンギョウ シンソザイ ニホン																																		・「量から質への転換」による利益確保： 低迷する利益率を改善するため、																		-１　新エネルギー産業の現状と課題 シン サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・人材育成　⇒　ＭＦ優秀社員表彰、若手交流会 ジンザイイクセイ ユウシュウシャイン ヒョウショウ ワカテ コウリュウカイ																　■新型コロナウィルスの影響による環境の変化（Withコロナ、Afterコロナ） シンガタ エイキョウ カンキョウ ヘンカ																		-１　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ

								　・知財戦略 チザイ センリャク																		-２　市場の変化に対応する戦略																										・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。 セイヒン ヘンコウ タイオウ																																																				　価格競争ではなく,高付加価値な製品・サービスで稼ぐ力を強化する。																																						・カーボンニュートラル　⇒　MFエコマシン、環境性能、環境負荷 カンキョウセイノウ カンキョウフカ																　■グリーン、レジリエンス、デジタル、分配についての取り組み ブンパイ ト ク																				・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み セイヒン セイゾウ ト ク

								　・産・学・官連携 サン ガク カン レンケイ																				＜国内顧客企業向け＞																								・継続して存在する部品においても製造時のCO2排出量の削減を ケイゾク ソンザイ ブヒン セイゾウジ ハイシュツリョウ サクゲン																		２．需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ																		１）レジリエンス　サプライチェーンの強靭化 キョウジン カ																・成長産業へのシフト： 従来の自動車中心の需要構造から、航空宇宙や																		-２　リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																										資材調達（グリーン調達） シザイ チョウタツ チョウタツ										　■半導体（P/C、データセンター、携帯電話、家電、スマート家電、自動車、 ハンドウタイ ケイタイ デンワ カデン カデン ジドウシャ																				　（カーボンフットプリント）

						-２　中小企業支援施策（主なるもの） チュウショウキギョウ シエンシサク オモ																						顧客が新興国企業との競争に打ち勝つための設備の提供														各社の強みを活かした カクシャ ツヨ イ										求められるなど、カーボンニュートラルの対応は必須になりつつある。 モト タイオウ ヒッス																																				・自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めた　
　BCPの構築 ジシャ ミ カ ソウテイ ダイタイ サク フク コウチク																　次世代エネルギー、半導体製造装置などの高成長・高付加価値分野を開拓する。																																				-2　国際競争力 コクサイキョウソウリョク																		　　産業機器）、蓄電池																				・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク

						-３　ニーズの取集とシーズの開発に向けて シュシュウ カイハツ ム																						＜新興国顧客企業向け＞														「ワールドブランドの確立」 カクリツ																												３．デジタル化への取組みの一層の推進 カ トリク イッソウ スイシン																																		・環境変化への即応： GX（グリーントランスフォーメーション）や経済安全保障																		-３　インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全 フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン																																				・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク

								エコマシーンの開発　⇒　国際競争力強化 カイハツ コクサイ キョウソウリョク キョウカ																				新興国メーカと差別化された設備とサービスの提供																								もう少し大きくまとめると持続可能な社会を実現するための対策を スコ オオ ジゾク カノウ シャカイ ジツゲン タイサク																		　いよいよ第4次産業革命の実現に向けた具体的な施策、実行力が ダイ ジ サンギョウカクメイ ジツゲン ム グタイテキ シサク ジッコウリョク																		・顧客の生産継続に向けた仕組みの構築（リモート技術　強靭なサービス体制） コキャク セイサン ケイゾク ム シク コウチク ギジュツ キョウジン タイセイ																　といった制約を、新たな市場獲得の機会（成長投資）として捉え直す。 																																										安全性、人にやさしい アンゼンセイ ヒト												　■自動化（ロボット）スマートマシンの標準化と普及 ジドウカ																				・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。

						-４　国際競争力の強化に向けて コクサイキョウソウリョク キョウカ ム																				-３　ワールドブランド確立のための３つの戦略																										優先事項として実施することが必要。顧客が求めるバリューの優先順位が ユウセンジコウ ジッシ ヒツヨウ コキャク モト ユウセンジュンイ																		　求められる。 モト																		２）グリーン　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ																																		-４　カーボンニュートラル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																																				　　　（AIに予知保全・品質予測・スマートファクトリー対応・IoT標準仕様）

								業界の継続的発展の為のキーワード⇒エコマシーンの開発が世界を制す ギョウカイ ケイゾクテキ ハッテン タメ カイハツ セカイ セイ																																												それにより変化する可能性があり、そこを見極めて戦略を立てる必要が ヘンカ カノウセイ ミキワ センリャク タ ヒツヨウ																		　OTとITの融合（IOTとAI、ロボットとAI） ユウゴウ																		・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み セイヒン セイゾウ ト ク																																																				-3　素形材産業は、我が国の工業化基盤を支える産業の一つであり、政府の																		　■省エネ・環境・安全の基準化 (環境・安全・品質の優位性可視化） ショウ アンゼン カンキョウ																		-２　国際競争力 コクサイキョウソウリョク

																																																				出てきた。現在もっとも顕著なものがカーボンニュートラルへの対応。 デ ゲンザイ ケンチョ タイオウ																		　バリューチェーンの変革　遠隔立上げ、遠隔メンテ（コロナ対策） ヘンカク エンカク タチア エンカク タイサク																		　（カーボンフットプリント）																2. 具体的戦略																		-５　省エネ産業の現状と課題 ショウ サンギョウ ゲンジョウ カダイ																		　　成長戦略投資（設備投資）に資する製品開発、製品供給に注力する																		　　　（再生エネルギー・リサイクル材活用・カーボンニュートラル対応）																				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全、安全性、人にやさしい フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン

																																																																						　技術の習得、優れた現場技術の承継、　Off-JT ギジュツ シュウトク スグ ゲンバ ギジュツ ショウケイ																		・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク																・GXと資源循環の推進： 省エネ型鍛圧機械（サーボプレス等）の普及や、																																						（注）経済安全保障の観点から、政府の成長戦略投資は民間投資も刺激																　■人材不足・技能伝承の取組み（人材育成、技術継承される持続可能な未来づくり） イクセイ ミライ

																																																																																								・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク																　カーボンフットプリント（CFP）への対応を通じ、カーボンニュートラル社会																																						し継続すると思われます。																　　　（技能伝承のデジタル化・女性・外国人の働きやすい環境整備） ハタラ																		-３　デジタル　DXへの取り組み ト ク

																																																																						４．グリーン成長戦略への取組み セイチョウセンリャク トリク																		３）デジタル　DXへの取り組み深化 ト ク シンカ																    における優位性を確立。																																																						　■グローバル競争力の強化（価格競争から価値競争） カカク キョウソウ カチ キョウソウ																				・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ

																																																																						　カーボンニュートラルへの対応は必須、事業継承条件となる タイオウ ヒッスウ ジギョウ ケイショウ ジョウケン																		・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ																・DXによる構造改革： 「2025年の崖」を回避し、生産プロセスのデジタル化や																																				　　　																		　　　（高付加価値戦略・新素材・サプライチェーン強化・国際規格策定参画） タカ フカカチ センリャク シンソザイ キョウカ																				・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の創出 ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ

																																																																																								・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の
　創出（試作調整作業、設備保全作業など） ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ シサク チョウセイ サギョウ セツビ ホゼン サギョウ																　データ活用を通じて労働力不足への対応と生産性向上を図ります。																																																						　■日本ブランド再構築（環境・安全・自動化・デジタルで世界をリーディング） ニホン サイコウチク アンゼン ジドウカ																				　（遠隔立上げ、遠隔メンテなど） エンカク タチア エンカク

																																																																						５．ニューノーマルブランドへの進化 シンカ																																		・産業基盤の強化： 中堅・中小企業の成長促進や、企業間連携による収益体制																																																						　　　（高信頼・高性能・高精度・高速・省エネ・自動化ロボット・デジタル対応）																				・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の創出 キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ

																																																																						　既存の業界、素材、鍛圧技術を大事にしつつ、ニューノーマル環境での キゾン ギョウカイ ソザイ タンアツギジュツ ダイジ カンキョウ																		・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の
　創出　モノからコトへ キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ																　の構築、海外展開の積極化を進めます。																																																						　■成長産業への情報収集と市場インテリジェンス セイチョウ サンギョウ																				　（モノからコトへ）

																																																																						　新たな挑戦に取組む アラ チョウセン トリク																																		・適切な取引慣行の確立： 優れた技術が正当に評価され、価格転嫁も含めた適正な																																																						　　　（EV・AI・半導体・医療機器・ロボティクス・再エネ・航空宇宙等） トウ

																																																																						　「世界ダントツのJAPANブランド」だけを目指すのではなく セカイ メザ																																		　利益が得られるよう、ガイドラインの活用や取引構造の改善に取り組むことが																																																																								-４　サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

																																																																						　「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。 セカイ テキオウ イ ノコ																		１）DX(デジタル化）・スマートファクトリー化の加速																    期待されています。 																																																																										自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めたBCPの構築　

																																																																																								・設備のデータ化・AI解析・予知保全・可視化などの導入強化が必須となる。

																																																																																								２）自動化・省人化機器の拡充（人手不足への対応）																																																																																								-５　リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																																																																																								・自動化設備、スキルレス、ロボットの活用が強く望まれる																																																																																										　

																																																																																								・扱いやすい設備、工程集約自動化しすてみゅの開発力・提案力の向上が																																																																																								-６　インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																										-１　新素形材産業ビジョン（経産省素形材産業室）が目指す６方向性と日本鍛圧機械工業会の取組み ケイサンショウ ソケイザイ サンギョウ シツ																																																														    望まれる

																																																																																								３）脱炭素（GX）対応を軸とした製品・ソリューション開発																																																																																								-７　需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ

																												・世界で勝てる技術力を持つ セカイ カ ギジュツリョク モ												⇒ＭＦ技術大賞の継続。ﾌｧｲﾊﾞｰﾚｰｻﾞ ギジュツタイショウ ケイゾク																																																・製品側として省エネ設備、低炭素プロセス対応機器、水素活用設備などが

																																								　加工機安全要求事項の工業会規格策定 カコウキ																																																    伸びていく ノ

																												・仕事の幅を広げて、付加価値を高める シゴト ハバ ヒロ フカカチ タカ												⇒ＭＦスーパー特自検の創設 トクジケン ソウセツ																																																・メーカとしては”省エネルギの実測改善値”を示せる機器、脱炭素投資のROIを																																																																																								「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。

																												・魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる ミリョクテキ ゲンバ ミリョクテキ ジンザイ ソダ												⇒ＭＦ優秀社員表彰制度の継続 ユウシュウ シャイン ヒョウショウ セイド ケイゾク																																																　提示できる提案などが必要となる

																												・健全な取引慣行で強靭なサプライチェーンを作る ケンゼン トリヒキ カンコウ キョウジン ツク												⇒健全な取引慣行の継続 ケンゼン トリヒキ カンコウ ケイゾク																																																→「デジタル・自動化・脱炭素を軸に、高付加価値化」

																												・自らの仕事をもっと世の中に発信する ミズカ シゴト ヨ ナカ ハッシン												⇒MF-TOKYOの継続 ケイゾク																																																機械の性能 × データ × サービスという三位一体モデルが競争力の源泉。

																												・海外市場を取り込み「グローバル企業」を目指す カイガイシジョウ ト コ キギョウ メザ												⇒ＭＦエコマシン認証制度の継続。 ニンショウ セイド ケイゾク

																																								　ISO国際規格策定への積極参画





今のところ検討不要

会員へのアンケート実施による実態調査
①技術革新の具体的な成果と実績
②自動化の実績と課題
③ターンキーの実績と課題



目指すべき方向性と戦略（各社案）

				４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

				黒字は以前ご提示いただいた内容で、赤字は今回修正、追加いただいた内容です。 クロジ イゼン テイジ ナイヨウ アカジ コンカイ シュウセイ ツイカ ナイヨウ

				市場の変化に対する戦略 シジョウ ヘンカ タイ センリャク

				顧客のカーボンニュートラル対応要求に応える設備の提供 コキャク タイオウ ヨウキュウ コタ セツビ テイキョウ

				・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。 セイヒン ヘンコウ タイオウ

				・継続して存在する部品においても製造時のCO2排出量の削減を求められるなど、カーボンニュートラルの ケイゾク ソンザイ ブヒン セイゾウジ ハイシュツリョウ サクゲン

				　対応は必須になりつつある。 タイオウ ヒッス

				もう少し大きくまとめると持続可能な社会を実現するための対策を優先事項として実施することが必要。 スコ オオ ジゾク カノウ シャカイ ジツゲン タイサク

				顧客が求めるバリューの優先順位がそれにより変化する可能性があり、そこを見極めて戦略を立てる必要が コキャク モト ユウセンジュンイ

				出てきた。現在もっとも顕著なものがカーボンニュートラルへの対応。 デ ゲンザイ ケンチョ タイオウ

				１．新産業分野、新材料への需要拡大 シンサンギョウ ブンヤ シンザイリョウ ジュヨウ カクダイ

				　新産業、新素材いずれでも日本がリーダシップをとる シンサンギョウ シンソザイ ニホン

				２．需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ

				３．デジタル化への取組みの一層の推進 カ トリク イッソウ スイシン

				　いよいよ第4次産業革命の実現に向けた具体的な施策、実行力が求められる。OTとITの融合 ダイ ジ サンギョウカクメイ ジツゲン ム グタイテキ シサク ジッコウリョク

				　（IOTとAI、ロボットとAI）バリューチェーンの変革　遠隔立上げ、遠隔メンテ（コロナ対策） ヘンカク エンカク タチア エンカク タイサク

				　技術の習得、優れた現場技術の承継、　Off-JT ギジュツ シュウトク スグ ゲンバ ギジュツ ショウケイ

				４．グリーン成長戦略への取組み セイチョウセンリャク トリク

				　カーボンニュートラルへの対応は必須、事業継承条件となる タイオウ ヒッスウ ジギョウ ケイショウ ジョウケン

				５．ニューノーマルブランドへの進化 シンカ

				　既存の業界、素材、鍛圧技術を大事にしつつ、ニューノーマル環境での新たな挑戦に取組む キゾン ギョウカイ ソザイ タンアツギジュツ ダイジ カンキョウ

				　「世界ダントツのJAPANブランド」だけを目指すのではなく セカイ メザ

				　「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。 セカイ テキオウ イ ノコ

				2021年度版　ものづくり白書が示す「製造業のニューノーマル」における3つのKey Wordに基づく、 ネンド バン ハクショ シメ セイゾウギョウ モト

				　　鍛圧機械業界の目指すべき方向性

				１レジリエンス　サプライチェーンの強靭化 キョウジン カ

				・自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めたBCPの構築 ジシャ ミ カ ソウテイ ダイタイ サク フク コウチク

				・顧客の生産継続に向けた仕組みの構築（リモート技術　強靭なサービス体制） コキャク セイサン ケイゾク ム シク コウチク ギジュツ キョウジン タイセイ

				２）グリーン　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ

				・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み（カーボンフットプリント） セイヒン セイゾウ ト ク

				・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク

				・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク

				３）デジタル　DXへの取り組み深化 ト ク シンカ

				・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ

				・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の創出 ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ

				（試作調整作業、設備保全作業など）

				・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の
　創出　モノからコトへ キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ

				1.目指すべき方向性

				・「量から質への転換」による利益確保： 低迷する利益率を改善するため、価格競争ではなく,高付加価値な製品・

				　サービスで稼ぐ力を強化する。

				・成長産業へのシフト： 従来の自動車中心の需要構造から、航空宇宙や次世代エネルギー、半導体製造装置

				　などの高成長・高付加価値分野を開拓する。

				・環境変化への即応： GX（グリーントランスフォーメーション）や経済安全保障といった制約を、

				　新たな市場獲得の機会（成長投資）として捉え直す。 

				2. 具体的戦略

				・GXと資源循環の推進： 省エネ型鍛圧機械（サーボプレス等）の普及や、カーボンフットプリント（CFP）

				　への対応を通じ、カーボンニュートラル社会における優位性を確立。

				・DXによる構造改革： 「2025年の崖」を回避し、生産プロセスのデジタル化やデータ活用を通じて労働力不足

				　への対応と生産性向上を図ります。

				・産業基盤の強化： 中堅・中小企業の成長促進や、企業間連携による収益体制の構築、海外展開の積極化を進めます。

				・適切な取引慣行の確立： 優れた技術が正当に評価され、価格転嫁も含めた適正な利益が得られるよう、

				　ガイドラインの活用や取引構造の改善に取り組むことが期待されています。

				１．新エネルギー産業の現状と課題 シン サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				２．リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				３．インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				４．カーボンニュートラル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				５．省エネ産業の現状と課題 ショウ サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				１．持続可能な成長 ジゾク カノウ セイチョウ

				・人材育成　⇒　ＭＦ優秀社員表彰、若手交流会 ジンザイイクセイ ユウシュウシャイン ヒョウショウ ワカテ コウリュウカイ

				・カーボンニュートラル　⇒　MFエコマシン、環境性能、環境負荷 カンキョウセイノウ カンキョウフカ

				資材調達（グリーン調達） シザイ チョウタツ チョウタツ

				２．国際競争力 コクサイキョウソウリョク

				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全　安全性、人にやさしい フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン

				３．素形材産業は、我が国の工業化基盤を支える産業の一つであり、政府の成長戦略投資（設備投資）に資する シ

				　　製品開発、製品供給に注力する

				（注）経済安全保障の観点から、政府の成長戦略投資は民間投資も刺激し継続すると思われます。

				※経済産業施策の新機軸（2021年6月）と日本鍛圧機械工業会の取り組み ケイザイ サンギョウ セ サク シンキジク ネン ガツ コウギョウカイ ト ク

				１．新型コロナウィルスの影響による環境の変化（Withコロナ、Afterコロナ） シンガタ エイキョウ カンキョウ ヘンカ

				２．グリーン、レジリエンス、デジタル、分配についての取り組み ブンパイ ト ク

				３．半導体（P/C、データセンター、携帯電話、家電、スマート家電、自動車、産業機器）、蓄電池 ハンドウタイ ケイタイ デンワ カデン カデン ジドウシャ

				４．自動化（ロボット）スマートマシンの標準化と普及 ジドウカ

				　　　（AIに予知保全・品質予測・スマートファクトリー対応・IoT標準仕様）

				５．省エネ・環境・安全の基準化 (環境・安全・品質の優位性可視化） ショウ アンゼン カンキョウ

				　　　（再生エネルギー・リサイクル材活用・カーボンニュートラル対応）

				６．人材不足・技能伝承の取組み（人材育成、技術継承される持続可能な未来づくり） イクセイ ミライ

				　　　（技能伝承のデジタル化・女性・外国人の働きやすい環境整備） ハタラ

				７．グローバル競争力の強化（価格競争から価値競争） カカク キョウソウ カチ キョウソウ

				　　　（高付加価値戦略・新素材・サプライチェーン強化・国際規格策定参画） タカ フカカチ センリャク シンソザイ キョウカ

				８．日本ブランド再構築（環境・安全・自動化・デジタルで世界をリーディング） ニホン サイコウチク アンゼン ジドウカ

				　　　（高信頼・高性能・高精度・高速・省エネ・自動化ロボット・デジタル対応）

				９．成長産業への情報収集と市場インテリジェンス セイチョウ サンギョウ

				　　　（EV・AI・半導体・医療機器・ロボティクス・再エネ・航空宇宙等） トウ

				１．DX(デジタル化）・スマートファクトリー化の加速

				・設備のデータ化・AI解析・予知保全・可視化などの導入強化が必須となる。

				２．自動化・省人化機器の拡充（人手不足への対応）

				・自動化設備、スキルレス、ロボットの活用が強く望まれる

				・扱いやすい設備、工程集約自動化しすてみゅの開発力・提案力の向上が

				    望まれる

				３．脱炭素（GX）対応を軸とした製品・ソリューション開発

				・製品側として省エネ設備、低炭素プロセス対応機器、水素活用設備などが

				    伸びていく ノ

				・メーカとしては”省エネルギの実測改善値”を示せる機器、脱炭素投資のROIを

				　提示できる提案などが必要となる

				→「デジタル・自動化・脱炭素を軸に、高付加価値化」

				機械の性能 × データ × サービスという三位一体モデルが競争力の源泉。





目指すべき方向性（戦略）と効果（纏め）

						４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

										方向性と戦略 ホウコウセイ センリャク				期待効果 キタイ コウカ

								①スマートファクトリー化の実現 カ ジツゲン						設備稼働状況と故障リスクの監視

										AIによる予知保全・品質予測 ヨチ ホゼン ヒンシツヨソク				監視により予知保全が可能となり設備故障リスクの低減 ヨチ ホゼン カノウ

										生産ラインのIoT化によるスマートファクトリーの導入 セイサン カ ドウニュウ				また、品質予測により安定生産が可能となり効率向上 ヒンシツ ヨソク アンテイ セイサン カノウ コウリツ コウジョウ

								②省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応 カシカ タイオウ

										再生可能エネルギー、リサイクル材の活用 カノウ ザイ				ESG対応強化による企業価値の向上 キギョウカチ コウジョウ

										環境・安全基準の標準化				国際市場での信頼性向上

								③人材不足・技能伝承への取組み

										技能伝承の為のデジタル化 タメ				技術の継承、蓄積 ケイショウ チクセキ

										女性や外国人が働きやすい職場環境・人材育成プログラムの整備 ジョセイ ガイコクジン ハタラ ショクバ カンキョウ ジンザイ セイビ				労働力不足の緩和

								④グローバル競争力の強化

										低価格戦略から高付加価値戦略の転換 テイカカク センリャク テンカン				国際市場での競争力向上

										新素材、高機能部品対応の製品開発 タイオウ セイヒン				技術優位性の確立

										地政学的リスクへの対応 チセイガクテキ タイオウ				サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

										国際規格策定への参画

								⑤日本ブランドの再構築

										高品質・高性能・高精度の優位性が相対的に低下←戦略では無い ヒンシツ コウセイノウ コウセイド ユウイセイ ソウタイテキ テイカ イクサリャク ナ				環境性能・安全性・ロボット技術、自動化技術等と セイノウ アンゼンセイ ギジュツ ジドウカ ギジュツ トウ

										高品質・高精度・高信頼性と新技術を組合わせ新日本ブランドを確立 セイド シンライセイ シンギジュツ クミア シン ニッポン カクリツ				デジタルとの組み合わせで世界をリード

										省エネ、自動化、ロボット技術、精密加工技術などを世界に発信する ジドウカ ギジュツ セイミツ カコウ ギジュツ セカイ ハッシン

								⑥成長産業市場へのインテリジェンス強化						市場情報収集

										EV・AI・半導体製造措置・医療機器・ロボティクス ハンドウタイ セイゾウソチ				技術トレンドの分析

										再生可能エネルギー・次世代エネルギー・航空宇宙など カノウ ジセダイ コウクウウチュウ				従来の自動車産業中心の需要構造からの脱却 ジュウライ ジドウシャサンギョウ チュウシン ジュヨウ コウゾウ ダッキャク

										成長分野の技術動向やニーズを分析 セイチョウ ブンヤ ギジュツドウコウ ブンセキ				新市場への事業展開 ジギョウ テンカイ

								1．スマートファクトリー化の実現

								近年、製造業では人手不足の深刻化や品質要求の高度化を背景に、生産設備の自動化とスマート化が

								急速に進んでいる。特にAIを活用した予知保全や品質予測は、設備の稼働データや加工データを分析 ブンセキ

								することで故障や品質不良を事前に予測し、計画的なメンテナンスや品質安定化を実現する技術として ギジュツ

								注目されている。

								例えば、自動車産業では生産ラインのIoT化が進み、設備稼働状況をリアルタイムで監視する

								スマートファクトリーの導入が拡大している。こうした流れの中で、ロボットやスマートマシンの

								通信仕様やデータ形式を標準化することにより、異なるメーカーの設備間でもデータ連携が可能となり、

								生産効率の向上や柔軟な生産体制の構築が期待されている。

								2．省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応

								世界的にカーボンニュートラルの実現が求められる中、製造業においても省エネルギー化や

								環境負荷低減への取り組みが重要課題となっている。欧州では環境規制が年々強化されており、

								日本企業も国際市場で競争力を維持するためには環境・安全・品質の優位性を明確に示す必要がある。

								具体的には、再生可能エネルギーの活用やリサイクル材料の使用拡大、製造工程におけるエネルギー

								消費の削減などが進められている。さらに、環境・安全基準を明確化し、それらを可視化することで、

								企業の環境対応力や製品の信頼性を対外的に示すことが可能となる。これによりESG経営の観点からも

								企業価値の向上につながる。

								3．人材不足・技能伝承への取組み

								少子高齢化の進展により、製造業では熟練技能者の高齢化と人材不足が深刻な課題となっている。

								近年では、熟練技能者の作業をデジタルデータとして記録し、AIやシミュレーション技術を活用して

								技能を可視化する取り組みが進んでいる。また、女性や外国人が働きやすい職場環境の整備も重要

								であり、作業の自動化や負担軽減、教育プログラムの整備などを通じて、多様な人材が活躍できる

								環境づくりが求められている。これにより、持続可能な技術継承と産業の発展が期待される。

								4．グローバル競争力の強化

								これまで多くの製造業はコスト削減による価格競争を中心に国際競争を行ってきたが、新興国の台頭

								により単純な価格競争では優位性を維持することが難しくなっている。そのため、今後は高付加価値

								製品や先端技術による価値競争への転換が重要となる。

								例えば、新素材の開発や高機能部品の製造などは日本企業が強みを持つ分野であり、これらを活かした

								製品開発が求められる。また、半導体不足や国際物流の混乱などを背景に、サプライチェーンの

								強靭化も重要な課題となっている。さらに国際規格の策定に積極的に参画することで、日本の技術仕様

								を世界標準として普及させることも競争力強化につながる。

								5．日本ブランドの再構築

								日本の製造業はこれまで「高品質」「高精度」「高信頼性」といった技術力を強みに世界市場で高い

								評価を得てきた。しかし近年は海外メーカーの技術力向上により、その優位性が相対的に低下している

								との指摘もある。

								そのため今後は、従来の品質や精度に加えて、環境性能、省エネルギー性能、自動化技術、

								デジタル対応力などを組み合わせた新しい日本ブランドの確立が重要である。特にロボット技術や

								精密加工技術などは世界的にも高い評価を受けており、これらを軸に次世代の製造技術を発信する

								ことで、日本の製造業が再び世界をリードすることが期待される。

								6．成長産業へのインテリジェンス強化 キョウカ

								技術革新のスピードが加速する中で、成長産業の動向を的確に把握し、新たなビジネス機会を捉える

								ことが重要となっている。特にEV、AI、半導体、医療機器、ロボティクス、再生可能エネルギー、

								航空宇宙などの分野は今後大きな成長が期待される産業である。

								例えばEV市場の拡大に伴い、電池関連部品や軽量材料の需要が増加しており、関連技術を持つ企業

								にとっては新たな市場機会となる。またAIや半導体技術の進展は製造装置や電子部品産業にも大きな

								影響を与えている。こうした成長分野の技術動向や市場ニーズを継続的に分析し、戦略的に事業展開

								を行うことで、企業の持続的な成長につなげることができる。





目指すべき方向性（戦略）と効果（纏め） (2)

						４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ



										方向性と戦略 ホウコウセイ センリャク				期待効果 キタイ コウカ

								①スマートファクトリー化の実現 カ ジツゲン

										AIによる予知保全・品質予測 ヨチ ホゼン ヒンシツヨソク				監視により予知保全が可能となり設備故障リスクの低減。 ヨチ ホゼン カノウ

										生産ラインのIoT化によるスマートファクトリーの導入 セイサン カ ドウニュウ				また、品質予測により安定生産が可能となり効率が向上 ヒンシツ ヨソク アンテイ セイサン カノウ コウリツ コウジョウ

								②省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応 カシカ タイオウ

										再生可能エネルギー、リサイクル材の活用 カノウ ザイ				ESG対応強化による企業価値の向上 キギョウカチ コウジョウ

										環境・安全基準の標準化				国際市場での信頼性向上

								③人材不足・技能伝承への取組み

										技能伝承の為のDX化 タメ				技術の継承、蓄積 ケイショウ チクセキ

										女性や外国人が働きやすい職場環境・人材育成プログラムの整備 ジョセイ ガイコクジン ハタラ ショクバ カンキョウ ジンザイ セイビ				労働力不足の緩和

								④グローバル競争力の強化

										低価格戦略から高付加価値（新素材、高機能部品対応）戦略の転換 テイカカク センリャク テンカン				技術優位性の確立で国際市場での競争力向上

										国際規格策定への参画				サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

										地政学的リスクへの対応 チセイガクテキ タイオウ

								⑤成長産業市場へのインテリジェンス強化

										AI・半導体製造措置・医療機器・ロボティクス・再生可能エネルギー				環境性能・安全性・ロボット技術、自動化技術等と セイノウ アンゼンセイ ギジュツ ジドウカ ギジュツ トウ

										・次世代エネルギー・航空宇宙など成長が期待される分野の技術動向				デジタルとの組み合わせで世界をリード

										やニーズを分析

								⑥日本ブランドの再構築

										高品質・高精度・高信頼性と新技術を組合わせ新日本ブランドを確立				従来の自動車産業中心の需要構造からの脱却 ジュウライ ジドウシャサンギョウ チュウシン ジュヨウ コウゾウ ダッキャク

										省エネ、自動化、ロボット技術、精密加工技術などを世界に発信する				新たなる市場への事業展開 ジギョウ テンカイ

								1．スマートファクトリー化の実現

								近年、製造業では人手不足の深刻化や品質要求の高度化を背景に、生産設備の自動化とスマート化が

								急速に進んでいる。特にAIを活用した予知保全や品質予測は、設備の稼働データや加工データを分析 ブンセキ

								することで故障や品質不良を事前に予測し、計画的なメンテナンスや品質安定化を実現する技術として ギジュツ

								注目されている。

								例えば、自動車産業では生産ラインのIoT化が進み、設備稼働状況をリアルタイムで監視する

								スマートファクトリーの導入が拡大している。こうした流れの中で、ロボットやスマートマシンの

								通信仕様やデータ形式を標準化することにより、異なるメーカーの設備間でもデータ連携が可能となり、

								生産効率の向上や柔軟な生産体制の構築が期待されている。

								2．省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応

								世界的にカーボンニュートラルの実現が求められる中、製造業においても省エネルギー化や

								環境負荷低減への取り組みが重要課題となっている。欧州では環境規制が年々強化されており、

								日本企業も国際市場で競争力を維持するためには環境・安全・品質の優位性を明確に示す必要がある。

								具体的には、再生可能エネルギーの活用やリサイクル材料の使用拡大、製造工程におけるエネルギー

								消費の削減などが進められている。さらに、環境・安全基準を明確化し、それらを可視化することで、

								企業の環境対応力や製品の信頼性を対外的に示すことが可能となる。これによりESG経営の観点からも

								企業価値の向上につながる。

								3．人材不足・技能伝承への取組み

								少子高齢化の進展により、製造業では熟練技能者の高齢化と人材不足が深刻な課題となっている。

								近年では、熟練技能者の作業をデジタルデータとして記録し、AIやシミュレーション技術を活用して

								技能を可視化する取り組みが進んでいる。また、女性や外国人が働きやすい職場環境の整備も重要

								であり、作業の自動化や負担軽減、教育プログラムの整備などを通じて、多様な人材が活躍できる

								環境づくりが求められている。これにより、持続可能な技術継承と産業の発展が期待される。

								4．グローバル競争力の強化

								これまで多くの製造業はコスト削減による価格競争を中心に国際競争を行ってきたが、新興国の台頭

								により単純な価格競争では優位性を維持することが難しくなっている。そのため、今後は高付加価値

								製品や先端技術による価値競争への転換が重要となる。

								例えば、新素材の開発や高機能部品の製造などは日本企業が強みを持つ分野であり、これらを活かした

								製品開発が求められる。また、半導体不足や国際物流の混乱などを背景に、サプライチェーンの

								強靭化も重要な課題となっている。さらに国際規格の策定に積極的に参画することで、日本の技術仕様

								を世界標準として普及させることも競争力強化につながる。

								5．日本ブランドの再構築

								日本の製造業はこれまで「高品質」「高精度」「高信頼性」といった技術力を強みに世界市場で高い

								評価を得てきた。しかし近年は海外メーカーの技術力向上により、その優位性が相対的に低下している

								との指摘もある。

								そのため今後は、従来の品質や精度に加えて、環境性能、省エネルギー性能、自動化技術、

								デジタル対応力などを組み合わせた新しい日本ブランドの確立が重要である。特にロボット技術や

								精密加工技術などは世界的にも高い評価を受けており、これらを軸に次世代の製造技術を発信する

								ことで、日本の製造業が再び世界をリードすることが期待される。

								6．成長産業へのインテリジェンス強化 キョウカ

								技術革新のスピードが加速する中で、成長産業の動向を的確に把握し、新たなビジネス機会を捉える

								ことが重要となっている。特にEV、AI、半導体、医療機器、ロボティクス、再生可能エネルギー、

								航空宇宙などの分野は今後大きな成長が期待される産業である。

								例えばEV市場の拡大に伴い、電池関連部品や軽量材料の需要が増加しており、関連技術を持つ企業

								にとっては新たな市場機会となる。またAIや半導体技術の進展は製造装置や電子部品産業にも大きな

								影響を与えている。こうした成長分野の技術動向や市場ニーズを継続的に分析し、戦略的に事業展開

								を行うことで、企業の持続的な成長につなげることができる。
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								1)会員企業の鍛圧機械部門　売上高と従業員数の分布 カイイン キギョウ タンアツ キカイ ブモン ウリアゲダカ ジュウギョウイン スウ ブンプ																				1)鍛圧機械工業会会員82社の企業規模と売上構成比 タンアツ キカイ コウギョウカイ カイイン シャ キギョウ キボ ウリアゲ コウセイヒ
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								7)海外地域別受注比率 カイガイ チイキ ベツ ジュチュウ ヒリツ																		-１　２００６年当時の経済環境と顧客業界のニーズ																								-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境																		-１　２０１４年当時の経済環境

						-７　鍛圧機械　受注先分析とプレス系機械ＶＳ板金系機械 タンアツキカイ ジュチュウ サキ ブンセキ ケイ キカイ バンキンケイ キカイ																						7)実質ＧＤＰ成長率と公・民・外需の寄与度　⇒　民需中心の経済成長が持続 ジッシツ セイチョウリツ コウ ミン ガイジュ キヨド ミンジュ チュウシン ケイザイ セイチョウ ジゾク																								・リーマンショック後の回復により2010年ごろから活発化した日系 ゴ カイフク																																																																																																																														・リーマンショック後のＧＤＰ推移 ゴ スイイ

								8)鍛圧機械合計　国内業種構成比 タンアツキカイ ゴウケイ コクナイ ギョウシュ コウセイヒ																				8)輸出数量への品目別寄与度　⇒　自動車が大きく寄与。電気機器の増加は限定的 ユシュツ スウリョウ ヒンモク ベツ キヨド ジドウシャ オオ キヨ デンキ キキ ゾウカ ゲンテイテキ																								自動車会社の地産地消を目指した海外展開が落ち着きを見せ始めたものの オ ツ ミ ハジ																																																																																																																														・輸出数量の品目別推移 ユシュツ スウリョウ ヒンモクベツ スイイ

						-８　プレス系鍛圧機械の受注金額と日本車の世界生産台数との相関 ケイ タンアツ キカイ ジュチュウキンガク ニホンシャ セカイセイサンダイスウ ソウカン																						　【2006年当時の鍛圧業界の産業ビジョン】 ネン トウジ タンアツ ギョウカイ サンギョウ																								未だ継続しており、顧客の設備投資は安定した状況。 コキャク セツビトウシ アンテイ ジョウキョウ																																																																																																																														・為替レート推移 カワセ スイイ

								9)プレス系鍛圧機械の受注金額と日本車の世界生産台数との相関																				　顧客商品の付加価値向上を実現させる鍛圧製品の提供　→　国際競争力の強化																						-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																		-２　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ																				・自動車生産台数推移 ジドウシャ セイサン ダイスウ スイイ

								10)世界の地域別自動車生産台数推移 セカイ チイキベツ ジドウシャ セイサンダイスウ スイイ																				　JAPANブランドの確立								MF-TOKYOの開催																・技術の差別化によるオンリーワンを目指す活動が主ではあったが ギジュツ サベツカ メザ カツドウ シュ																																				ワールドブランド確立のための3つの戦略（オンリーワン差別化、海外ハイエンド攻略、海外ユーザ抱え込み）について、加盟各社へのアンケート調査結果と実施事例 カクリツ センリャク サベツカ カイガイ コウリャク カイガイ カカ コ カメイ カクシャ チョウサ ケッカ ジッシ ジレイ																																																																																								-２　新素形材産業ビジョンへの取組み状況 シンソケイザイサンギョウ トリク ジョウキョウ

								11)日本車世界生産台数推移 ニホンシャ セカイセイサンダイスウ スイイ																				　エコマシン								ＭFエコマシン認証制度																その成果は部分的なものにとどまる一方、海外の市場は玉石混交。 セイカ ブブンテキ イッポウ カイガイ シジョウ ギョクセキコンコウ																																																																																																										※2014年産業ビジョン　4章 目指すべき戦略の-1~-3各項目に関する結果 ネン サンギョウ ショウ メザ センリャク カク コウモク カン ケッカ																				・世界で勝てる技術力を持つ セカイ カ ギジュツリョク モ								⇒ＭＦ技術大賞の継続。 ギジュツタイショウ ケイゾク

				２章　鍛圧機械業界の強みと弱み ギョウカイ ツヨ ヨワ																						-２　MFエコマシン製品の認定状況と省エネ効果																										ハイエンドと言えど、イニシャルコストに引っ張られる状況は変わらず。 イ ヒ パ ジョウキョウ カ																																																																																																																														・仕事の幅を広げて、付加価値を高める シゴト ハバ ヒロ フカカチ タカ								⇒ＭＦスーパー特自検の創設 トクジケン ソウセツ

						-１　業界の強みと弱み（プレス系グローバル競争力） ギョウカイ ツヨ ヨワ ケイ キョウソウリョク																						9)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による機種数分布 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キシュスウ ブンプ																								そのようななかで、顧客も人材リソースの減少からsingle responsibility コキャク ジンザイ ゲンショウ																																																																																																																														・魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる ミリョクテキ ゲンバ ミリョクテキ ジンザイ ソダ								⇒ＭＦ優秀社員表彰制度の継続 ユウシュウ シャイン ヒョウショウ セイド ケイゾク

						-２　鍛圧機械　受注動向　国内受注と輸入金額 タンアツキカイ ジュチュウドウコウ コクナイ ジュチュウ ユニュウ キンガク																						10)ＭＦエコマシン認証製品の省エネ率による寄与率 ニンショウ セイヒン ショウ リツ キヨリツ																								を求める顧客のターンキー要求は少しづつ強まるが、海外においては モト コキャク ヨウキュウ スコ ツヨ カイガイ																																																																																																																														・健全な取引慣行で強靭なサプライチェーンを作る ケンゼン トリヒキ カンコウ キョウジン ツク								⇒健全な取引慣行の継続 ケンゼン トリヒキ カンコウ ケイゾク

								12)鍛圧機械　輸入金額と輸入比率 タンアツキカイ ユニュウキンガク ユニュウ ヒリツ																				11)ＭＦエコマシン認証製品の登録機種数推移 ニンショウ セイヒン トウロク キシュ スウ スイイ																								種々の問題から対応困難な面が解消せず、これまでの取組は部分的にとどまる。 シュジュノモンダイ タイオウ コンナン メン カイショウ トリクミ ブブンテキ																																																																																																																														・自らの仕事をもっと世の中に発信する ミズカ シゴト ヨ ナカ ハッシン								⇒MF-TOKYOの継続 ケイゾク

				３章　業界会員が求める最大の取り組み ギョウカイ カイイン モト サイダイ ト ク																				３章　２００６～２０１３年の環境変化と今後																								３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　鍛圧機械業界を取り巻く環境変化と今後 タンアツ キカイ ギョウカイ ト マ																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																		３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後																						・海外市場を取り込み「グローバル企業」を目指す カイガイシジョウ ト コ キギョウ メザ								⇒ＭＦエコマシン認証制度の継続。 ニンショウ セイド ケイゾク

								13)業界団体別の重要度アンケート（経産省） ギョウカイ ダンタイベツ ジュウヨウド ケイサンショウ																		-１　日本の製造業を取り巻く環境の変化①～④																								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ セイゾウギョウ ト マ カンキョウ ヘンカ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																		-１　世界情勢 セカイ ジョウセイ										気候関連財務情報開示タスクフォース								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ																												　ISO国際規格策定への積極参画

								　日鍛工会員では「独自の技術・技能の開発」がトップ ニッタンコウ カイイン ドクジ ギジュツ ギノウ カイハツ																				12)世界市場の概況・新興国、ローカルメーカの状況・日系メーカの状況 セカイ シジョウ ガイキョウ シンコウコク ジョウキョウ ニッケイ ジョウキョウ																								・リーマンショックからの回復後は堅調な設備投資が継続したと思われるが、 カイフクゴ ケンチョウ セツビトウシ																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・カーボンニュートラル																		・温暖化、気候変動　⇒　カーボンニュートラル、ＴＣＦＤ、エネルギー構成 オンダンカ キコウヘンドウ コウセイ																		・カーボンニュートラル																-３　ワールドブランド確立の状況 カクリツ ジョウキョウ

				４章　顧客業界のニーズとシーズ コキャクギョウカイ																								13)2006年以降のＧＤＰ成長率と寄与度 ネン イコウ セイチョウリツ キヨド																								2019年ごろから設備投資に対する考え方が日系メーカーでも少しづつ ネン セツビトウシ タイ カンガ カタ ニッケイ スコ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・ＤＸ																		・新型コロナの影響　⇒　生活様式の変化 シンガタ エイキョウ セイカツヨウシキ ヘンカ																		・ＤＸ																		オンリーワン　　　　　⇒技術の差別化 ギジュツ サベツ カ

						-１　自動車部品のニーズ ジドウシャ ブヒン																						14)輸出数量の伸びにおける品目別寄与度 ユシュツ スウリョウ ノ ヒンモクベツ キヨド																								変化しつつある。 ヘンカ																		１）経済社会環境の変化 ケイザイシャカイ カンキョウ ヘンカ																																				・SDGs																																				・国、地域　⇒　米中覇権（中国台頭）、EU、アジア クニ チイキ ベイチュウ ハケン チュウゴク ダイ トウ																																				海外ハイエンド攻略　　⇒省人化・自動化 カイガイ コウリャク ショウジン カ ジドウカ

								14)金属プレス技術と自動車との関係 キンゾク ギジュツ ジドウシャ カンケイ																				15)為替レートと日本車の内外生産台数の推移 カワセ ニホンシャ ナイガイ セイサン ダイスウ スイイ																								・新型コロナウィルスのパンデミックに見舞われた2020年度は行動制限も コウドウセイゲン																		・世界的な鉄鋼素材、物流費、人件費の価格が高騰してきている セカイテキ テッコウ ソザイ ブツリュウ ヒ ジンケンヒ カカク コウトウ																		・アフターコロナ/With コロナでのニューノーマルへの対応 タイオウ																																		-2　生産品別生産国（生産拠点）の変化 セイサン ヒン ベツ セイサンコク セイサン キョテン ヘンカ																				・人口、高齢化　⇒　働き方改革。定年70歳 ジンコウ コウレイカ ハタラ カタ カイカク テイネン サイ																※2014年産業ビジョン　3章 2006~2013年の環境変化と今後の-1~-8各項目に ネン サンギョウ ショウ ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ カク コウモク																				海外ユーザ抱え込み　　⇒ターンキーソリューション カイガイ カカ コ

								15)ハイテン材の動向 ザイ ドウコウ																				16)為替レートとデジタルカメラ国内出荷台数の推移 カワセ コクナイ シュッカ ダイスウ スイイ																								あり、2009年度のリーマンショック同様の急激な落ち込みに見舞われた。																		・コロナにより、サプライチェーン維持（ＢＣＰ）の思考に変化がある イジ シコウ ヘンカ																		・地球環境への意識への高まり（CN　化学物質規制の高まり） チキュウ カンキョウ イシキ タカ カガク ブッシツ キセイ タカ																-２　自動車産業（大変革の時代へ）																																																		「Electric」				　関する2014~2022年の環境変化と今後をコメント カン ネン カンキョウ ヘンカ コンゴ

						-２　情報家電部品のニーズ ジョウホウ カデン ブヒン																				-２　自動車産業（リーマンショック後の変化） ゴ ヘンカ																										・環境負荷削減のため、燃費向上・軽量化を求められた自動車産業は カンキョウフカ サクゲン ネンピ コウジョウ ケイリョウカ モト ジドウシャ サンギョウ																		デジタル化戦略の急進 カ センリャク キュウシン																		・少子高齢化　人口減による慢性的な人手不足及び、ダイバーシティ（特に女性　高齢者）への対応の必要性（製品・サービス）　 ショウシ コウレイカ ジンコウゲン マンセイテキ ヒトデ フソク オヨ トク ジョセイ コウレイシャ タイオウ ヒツヨウセイ セイヒン																		１）ガソリン車→ハイブリッド→EV シャ																-3　新エネルギー（再生可能エネルギー）産業の発展 シン サイセイ カノウ サンギョウ ハッテン																		-2　技術革新 ギジュツ カクシン						「Connected」「Autonomous」「Shared & Services」												　■2021~2022年での新型コロナウィルスによる影響に着眼 ネン シンガタ エイキョウ チャクガン																３章　２０１４～２０２２年の環境変化と今後

								16)金属プレス技術と情報家電との関係 キンゾク ギジュツ ジョウホウ カデン カンケイ																				「市場構造の変化」⇒「市場の分散化」「ローカルメーカの躍進」 シジョウコウゾウ ヘンカ シジョウ ブンサンカ ヤクシン																								部品レベルで小型・軽量化が進行。 コガタ ケイリョウカ シンコウ																		・米中の対立が深まり自由貿易、投資環境に変化が起こっている ベイチュウ タイリツ フカ ジユウボウエキ トウシ カンキョウ ヘンカ オ																																				２）水素自動車、水素エンジン（新たなエネルギー） スイソ ジドウシャ スイソ アラタ																		再生可能エネルギーの種類と特徴 サイセイ カノウ シュルイ トクチョウ																		・自動車業界　⇒　CASE、ＭaaＳ ジドウシャギョウカイ										Mobility as a Service																								-１　世界の製造業を取り巻く環境の変化 セカイ

								17)ＨＤＤの開発動向 カイハツ ドウコウ																				　　　　　　　　　　「エネルギー制約対応」とその課題 カダイ																								・2021年度は変異ウイルスにより感染はさらに拡大するも、各国とも経済は ネンド ヘンイ カンセン カクダイ カッコク ケイザイ																		・カーボンニュートラルへの取組みは世界各国の共通の課題である トリク セカイ カッコク キョウツウ カダイ																		・経済のグローバル化に伴うサプライチェーンへの影響 ケイザイ カ トモナ エイキョウ																		３）CASEがトレンドに																		・水力発電 スイリョク ハツデン																		・ＤＸ、AI　⇒　生産性、商品付加価値 セイサンセイ ショウヒンフカカチ																																				・カーボンニュートラル

						-３　ロボット分野のニーズ ブンヤ																				-３　デジタル家電産業（リーマンショック後の変化）																										停めずに対応。しかしながらゆるやかな回復もしくは足踏み状態にとどまり ト タイオウ カイフク アシブ ジョウタイ																		　それに対応するニーズ（環境配慮、軽量化）がより顕著になる タイオウ カンキョウ ハイリョ ケイリョウカ ケンチョ																		　政治的リスク（米中対立　経済安全保障　保護主義） セイジテキ ベイチュウ タイリツ ケイザイ アンゼン ホショウ ホゴ シュギ																																				・太陽光発電 タイヨウコウ ハツデン																																																						・ＤＸ,　AI　→　生産性、商品付加価値、人材育成 セイサンセイ ショウヒンフカカチ ジンザイイクセイ

								18)金属プレス技術とロボットとの関係 キンゾク ギジュツ カンケイ																				「国際分業の加速」⇒「製品のコモディティ化、低価格化」とその課題 コクサイブンギョウ カソク セイヒン カ テイカカク カ カダイ																								各国とも2019年レベルには戻らず。 カクコク ネン モド																																				　気候変動リスク（自然災害） キコウ ヘンドウ シゼン サイガイ																-３　働き方改革 ハタラ カタ カイカク																				・風力発電 フウリョク ハツデン																-3　社会的要請 シャカイテキ ヨウセイ																																						・新型コロナ禍 シンガタ カ

								19)金属プレス技術と燃料電池との関係 キンゾク ギジュツ ネンリョウデンチ カンケイ																		-４　海外日系ユーザの現地調達率のアップ																										・2020年を境にカーボンニュートラルに対する各国政府のコミットが加速。 ネン サカイ タイ カクコクセイフ カソク																		２）自動車業界の変化 ジドウシャギョウカイ ヘンカ																																				１）テレワーク、Web会議の定着化 カイギ テイチャクカ																		・バイオマス発電 ハツデン																		・ＳＤＧs、ESG投資　⇒　持続可能な社会、政策（連携、補助金、規制） トウシ ジゾクカノウ シャカイ セイサク レンケイ ホジョキン キセイ																																				・少子高齢化 ショウシコウレイカ

								20)ロボットの構成要素・燃料電池の構造 コウセイヨウソ ネンリョウデンチ コウゾウ																				17)我が国製造業の海外生産比率推移 ワ クニ セイゾウギョウ カイガイ セイサン ヒリツ スイイ																								・各地域の宣言時期を時系列でみると カクチイキ センゲン ジキ ジケイレツ																		・エリア別自動車市場の変遷→HEV、EV、FCVの販売台数推移・予想 ベツ ジドウシャ シジョウ ヘンセン ハンバイ ダイスウ スイイ ヨソウ																-2     主要顧客を取り巻く環境の変化 シュヨウ コキャク ト マ カンキョウ ヘンカ																																						・地熱発電 チネツ ハツデン																		・品質　⇒　製造責任、品質確認 ヒンシツ セイゾウセキニン ヒンシツ カクニン																																				・ＳＤＧｓ

						-４　先進技術製品のニーズ センシンギジュツ セイヒン																						18)輸送機械（自動車）の調達状況 ユソウキカイ ジドウシャ チョウタツ ジョウキョウ																								中国：NEV（New Energy Vehicle）																		　各国でZEV化計画が発表されたが、今後の実普及率、車種に格差が生じる カッコク カ ケイカク ハッピョウ コンゴ ジツ フキュウリツ シャシュ カクサ ショウ																		１）自動車業界 ジドウシャ ギョウカイ																																				メリット・デメリット																																																						・米中対立 ベイチュウ タイリツ

								21)マイクロ化学チップ カガク																				19)我が国製造業企業の海外事業展開に関する調査報告 ワ クニ セイゾウギョウ キギョウ カイガイ ジギョウ テンカイ カン チョウサ ホウコク																								　　　20年10月 中国汽車工程学会の政府諮問																		　可能性がある。また、新興国と先進国間でも普及率に格差が生じる。 カノウ セイ シンコウコク センシンコク カン フキュウリツ カクサ ショウ																		・CN　CASE　MaaSへの対応 タイオウ																-４　新エネルギー シン																				企業の取り組み キギョウ ト ク																																																						・ニューノーマル

						-５　塑性加工のシーズ（複合成形） ソセイカコウ フクゴウ セイケイ																						20)日本企業の海外生産を支える産業財輸出と深層の現地化 ニホンキギョウ カイガイセイサン ササ サンギョウザイ ユシュツ シンソウ ゲンチカ																								日本：2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに伴うｸﾞﾘｰﾝ成長戦略																		・貿易黒字の5割を占める外貨の稼ぎ頭の業界であり依存度が高い。 ボウエキクロジ ワリ シ ガイカ カセ カシラ ギョウカイ イゾンド タカ																		　設備投資対象の変化（従来の生産性向上から戦略分野への投資のシフト） セツビ トウシ タイショウ ヘンカ ジュウライ セイサンセイ コウジョウ センリャク ブンヤ トウシ																		１）水素の実用化 スイソ ジツヨウカ																																																																								・サプライチェーン（現地調達率のアップ、水平分業化、リスクに対するBCP構築） ゲンチチョウタツリツ スイヘイ ブンギョウカ タイ コウチク

								22)塑性加工/切削、塑性加工/結合、熱間/冷間鍛造、板金成形/冷間鍛造 ソセイカコウ セッサク ソセイカコウ ケツゴウ ネッカン レイカン タンゾウ バンキン セイケイ レイカン タンゾウ																		-５　自動車・情報家電以外で今後成長が期待できる産業																										　　　21年6月18日 経済産業省																		・先進的な技術の開発と投入の実現へのニーズがより高くなってきた。 センシンテキ ギジュツ カイハツ トウニュウ ジツゲン タカ																		　業界構造の変革　垂直統合から水平分業化の可能性 ギョウカイ コウゾウ ヘンカク スイチョク トウゴウ スイヘイ ブンギョウカ カノウセイ																																		-4　自動車燃料の変化と将来 ジドウシャ ネンリョウ ヘンカ ショウライ																																																								・品質　→　製造責任、品質確認 ヒンシツ セイゾウセキニン ヒンシツ カクニン

						-６　塑性加工のシーズ（複動成形） ソセイカコウ フク ドウ セイケイ ゴウセイ																						21)産業構造の転換：経産省「産業ビジョン２０１０」 サンギョウコウゾウ テンカン ケイサンショウ サンギョウ																								欧州：ECV（Electro Combustion Vehicle）																		・新たなプレーヤーの参入が見込まれる。生産革命の急進の恐れがある。 アラ サンニュウ ミコ セイサンカクメイ キュウシン オソ																		　新規プレーヤの参入 シンキ サンニュウ																-５　医療 イリョウ																				・バイオ燃料 ネンリョウ

								23)ＦＣＦ工法、閉塞鍛造、ハイドロフォーミング対向液圧成形 コウホウ ヘイソク タンゾウ タイ ム エキアツ セイケイ																		-６　環境・新エネルギー産業																										　　　21年7月14日 EU Commission Statement																																				　マルチマテリアル化 カ																		１）新型コロナウイルスとの共存へ シンガタ キョウゾン																		・天然ガス テンネン

						-７　塑性加工のシーズ（逐次成形） ソセイカコウ チクジ セイケイ ゴウセイ																						22)新たなエネルギー産業の市場拡大 アラ サンギョウ シジョウ カクダイ																								米国：ZEV（Zero Emission Vehicle）																		３）鍛圧機械業界の変化 タンアツキカイギョウカイ ヘンカ																		２）デジタル家電業界 カデン ギョウカイ																																				・水素燃料 スイソ ネンリョウ																																																				-２　自動車産業（カーボンニュートラルに向けた変化）

								24)フローフォーミング、揺動鍛造、インクリメンタル成形 ユ ドウ タンゾウ セイケイ																				23)省エネ・新エネ産業分野における競合企業の国籍 ショウ シン サンギョウブンヤ キョウゴウ キギョウ コクセキ																								　　　21年8月5日 バイデン大統領声明																		・新産業分野におけるプレス系機械の活躍拡大を提唱するも基本的には シンサンギョウブンヤ ケイ キカイ カツヤク カクダイ テイショウ キホンテキ																																																																																																												・ｘEV化		→エリア別自動車市場の変遷、HEV、EV、FCVの販売台数推移・予想

						-８　塑性加工のシーズ（液圧成形） ソセイカコウ エキアツ セイケイ ゴウセイ																				-７　医療・福祉・バイオ産業																										特に、欧州は最終目標値から、「・・・でなければならない」という視点																		　自動車業界への偏重的な依存体質に変わりはない。 ジドウシャ ギョウカイ ヘンチョウテキ イゾンタイシツ カ																		３）																																		-5　次世代自動車の現状と展望 ジセダイ ジドウシャ ゲンジョウ テンボウ																																																								・CASE、ＭaaＳ→設備投資対象の変化（従来の生産性向上から戦略分野への投資のシフト）

						-９　塑性加工のシーズ（微細精密成形） ソセイカコウ ビサイ セイミツ セイケイ ゴウセイ																						24)各国の高齢化率の推移 カッコク コウレイカ リツ スイイ																								で中間目標を策定するため、積み上げ方式の日本よりも野心的な目標値を																		・輸出比率が増えたが数年前にピークを迎え飽和状態になっている。 ユシュツ ヒリツ フ スウネン マエ ムカ ホウワ ジョウタイ																																																						・クリーンディーゼル車 クルマ																																																						・バイオ燃料・水素燃料・天然ガス→自動車燃料の変化 ネンリョウ ジドウシャネンリョウ ヘンカ

				５章　鍛圧機械の技術開発の方向性 タンアツキカイ ギジュツ カイハツ ホウコウセイ																								25)医療分野での輸入比率が高い製品 イリョウブンヤ ユニュウヒリツ タカ セイヒン																								課す傾向。これらにより自動車業界におけるｘEV化は加速。 ジドウシャ ギョウカイ カ カソク																		　新興国ローカルメーカのより向上した製品力やコロナの影響がある。 シンコウコク コウジョウ セイヒン リョク エイキョウ																		４）																																				・ハイブリッド車（HV/PHV） クルマ																																																						・新規プレーヤの参入 シンキ サンニュウ

						-１　ネットシェイプ成形に資する鍛圧機械 セイケイ シ タンアツキカイ																				-８　ロボット産業																										・コロナウィルスの感染拡大により一本調子の回復を妨げられる製造業に カンセンカクダイ イッポンチョウシ カイフク サマタ セイゾウギョウ																																																																								・電気自動車（EV） デンキ ジドウシャ																																																				-３　電気・半導体関連産業 デンキ ハンドウタイ カンレンサンギョウ

						-２　省資源・省エネルギに資する鍛圧機械 ショウシゲン ショウ シ タンアツキカイ																						26)アジアの産業用ロボット稼働台数 サンギョウ ヨウ カドウ ダイスウ																								あって、半導体産業はかつてのようなフラクチュエーションもなく ハンドウタイサンギョウ																																																																								・燃料電池車（FCV） ネンリョウ デンチ クルマ

						-３　人に優しい鍛圧機械 ヒト ヤサ タンアツキカイ																						27)中国賃金レベルと産業用ロボット輸入額の推移 チュウゴク チンギン サンギョウヨウ ユニュウ ガク スイイ																								右肩上がりの好調さを維持。テレワークやオンライン学習など人々の ミギカタア コウチョウ イジ

						-４　先進技術分野を対象とした微細精密プレス センシンギジュツ ブンヤ タイショウ ビサイ セイミツ																				-９　国内プレス加工業界の現状																										生活様式の変化に伴い、データトラフィック量の爆発的な増加による セイカツヨウシキ ヘンカ トモナ リョウ																																																																						-6　今後期待できる産業 コンゴ キタイ サンギョウ																																																						-４　工作機械関連産業 コウサクキカイ カンレンサンギョウ

				６章　何故エコプロダクツ商品なのか？ ナニユエ ショウヒン																								28)金属プレス業界の規模別事業所数の変化 キンゾク ギョウカイ キボベツ ジギョウショスウ ヘンカ																								半導体需要は20年後半以降も旺盛。中期的にも自動車のEV化や５Gなど ネン コウハンイコウ オウセイ チュウキテキ ジドウシャ カ

								25)顧客を取り巻く環境と鍛圧機械業界の技術革新 コキャク ト マ カンキョウ タンアツキカイ ギョウカイ ギジュツ カクシン																				29)金属プレス工業協会会員企業の常用従業員数と販売金額の推移 キンゾク コウギョウ キョウカイ カイイン キギョウ ジョウヨウ ジュウギョウイン スウ ハンバイ キンガク スイイ																								各国策に沿った企業動向による半導体需要の伸長に伴い、半導体設備																																																																						-7　新素材、新技術 シン ソザイ シン ギジュツ

								ユーザニーズは総てエコプロダクツに結び付く スベ ムス ツ																				30)鍛圧機械工業会会員企業の受注金額に占める輸出比率 タンアツキカイ コウギョウカイ カイイン キギョウ ジュチュウキンガク シ ユシュツヒリツ																								関連の投資は拡大傾向。																																																																																																																												-５　建築関連産業 ケンチク カンレンサンギョウ

						-１　業界におけるエコ商品 ギョウカイ ショウヒン																						①国内事業者数の大幅な低下：								事業者数、従業員の減少、電気・通信、事務の減少																・それぞれの企業に対する社会課題の解決への取組要求は不可避となり、 キギョウ タイ シャカイカダイ カイケツ トリクミ ヨウキュウ フカヒ

								26)鍛圧機械業界のエコプロダクツ商品の現状 タンアツ キカイ ギョウカイ ショウヒン ゲンジョウ																				②新興国での需要増加：								低価格化																生産活動においてだけでなく、その生産に使う設備においても、一次的には セイサンカツドウ セイサン ツカ セツビ イチジテキ

						-２　鍛圧機械　受注動向　サーボプレスの受注動向 タンアツキカイ ジュチュウドウコウ ジュチュウドウコウ																						③自動車業界：								低価格化、新技術による軽量化																コストをかけてでも対策が求められる時代が到来。 モト ジダイ トウライ																																																																																																																												-６　新素材、新技術 シンソザイ シンギジュツ

								27)機械プレスにおけるサーボプレス比率 キカイ ヒリツ																				④デジタル家電業界：								国内生産の減少、ＥＭＳによる一極大量生産が拡大

								28)パンチングプレスにおけるサーボプレス比率 ヒリツ																				⑤一般家電業界：								新興国での大量生産

				７章　鍛圧機械業界の今後の取り組み タンアツキカイ ギョウカイ コンゴ ト ク																								⑥新産業分野： ブンヤ								成長可能分野、ただし市場は小さい

						-１　JAPANブランドの確立による国際競争力強化 カクリツ コクサイキョウソウリョク キョウカ																		４章　目指すべき戦略																								４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ																		４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

								　・国際基準作り コクサイキジュン ツク																		-１　新素形材産業ビジョン（経産省素形材産業室）が目指す６方向性と日本鍛圧機械工業会の取組み ケイサンショウ ソケイザイサンギョウシツ																										市場の変化に対する戦略 シジョウ ヘンカ タイ センリャク																		１．新産業分野、新材料への需要拡大 シンサンギョウ ブンヤ シンザイリョウ ジュヨウ カクダイ																-１　2021年度版　ものづくり白書が示す「製造業のニューノーマル」における3つのKey Wordに基づく、鍛圧機械業界の目指すべき方向性 ネンド バン ハクショ シメ セイゾウギョウ モト タンアツ キカイ ギョウカイ メザ ホウコウセイ																		1.目指すべき方向性																																				-1　持続可能な成長 ジゾク カノウ セイチョウ																		※経済産業施策の新機軸（2021年6月）と日本鍛圧機械工業会の取り組み ケイザイ サンギョウ セ サク シンキジク ネン ガツ コウギョウカイ ト ク

								　・マーケット戦略 センリャク																				＜別添参照＞ ベッテン サンショウ																								顧客のカーボンニュートラル対応要求に応える設備の提供 コキャク タイオウ ヨウキュウ コタ セツビ テイキョウ																		　新産業、新素材いずれでも日本がリーダシップをとる シンサンギョウ シンソザイ ニホン																																		・「量から質への転換」による利益確保： 低迷する利益率を改善するため、																		-１　新エネルギー産業の現状と課題 シン サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・人材育成　⇒　ＭＦ優秀社員表彰、若手交流会 ジンザイイクセイ ユウシュウシャイン ヒョウショウ ワカテ コウリュウカイ																　■新型コロナウィルスの影響による環境の変化（Withコロナ、Afterコロナ） シンガタ エイキョウ カンキョウ ヘンカ																		-１　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ

								　・知財戦略 チザイ センリャク																		-２　市場の変化に対応する戦略																										・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。 セイヒン ヘンコウ タイオウ																																																				　価格競争ではなく,高付加価値な製品・サービスで稼ぐ力を強化する。																																						・カーボンニュートラル　⇒　MFエコマシン、環境性能、環境負荷 カンキョウセイノウ カンキョウフカ																　■グリーン、レジリエンス、デジタル、分配についての取り組み ブンパイ ト ク																				・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み セイヒン セイゾウ ト ク

								　・産・学・官連携 サン ガク カン レンケイ																				＜国内顧客企業向け＞																								・継続して存在する部品においても製造時のCO2排出量の削減を ケイゾク ソンザイ ブヒン セイゾウジ ハイシュツリョウ サクゲン																		２．需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ																		１）レジリエンス　サプライチェーンの強靭化 キョウジン カ																・成長産業へのシフト： 従来の自動車中心の需要構造から、航空宇宙や																		-２　リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																										資材調達（グリーン調達） シザイ チョウタツ チョウタツ										　■半導体（P/C、データセンター、携帯電話、家電、スマート家電、自動車、 ハンドウタイ ケイタイ デンワ カデン カデン ジドウシャ																				　（カーボンフットプリント）

						-２　中小企業支援施策（主なるもの） チュウショウキギョウ シエンシサク オモ																						顧客が新興国企業との競争に打ち勝つための設備の提供														各社の強みを活かした カクシャ ツヨ イ										求められるなど、カーボンニュートラルの対応は必須になりつつある。 モト タイオウ ヒッス																																				・自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めた　
　BCPの構築 ジシャ ミ カ ソウテイ ダイタイ サク フク コウチク																　次世代エネルギー、半導体製造装置などの高成長・高付加価値分野を開拓する。																																				-2　国際競争力 コクサイキョウソウリョク																		　　産業機器）、蓄電池																				・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク

						-３　ニーズの取集とシーズの開発に向けて シュシュウ カイハツ ム																						＜新興国顧客企業向け＞														「ワールドブランドの確立」 カクリツ																												３．デジタル化への取組みの一層の推進 カ トリク イッソウ スイシン																																		・環境変化への即応： GX（グリーントランスフォーメーション）や経済安全保障																		-３　インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全 フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン																																				・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク

								エコマシーンの開発　⇒　国際競争力強化 カイハツ コクサイ キョウソウリョク キョウカ																				新興国メーカと差別化された設備とサービスの提供																								もう少し大きくまとめると持続可能な社会を実現するための対策を スコ オオ ジゾク カノウ シャカイ ジツゲン タイサク																		　いよいよ第4次産業革命の実現に向けた具体的な施策、実行力が ダイ ジ サンギョウカクメイ ジツゲン ム グタイテキ シサク ジッコウリョク																		・顧客の生産継続に向けた仕組みの構築（リモート技術　強靭なサービス体制） コキャク セイサン ケイゾク ム シク コウチク ギジュツ キョウジン タイセイ																　といった制約を、新たな市場獲得の機会（成長投資）として捉え直す。 																																										安全性、人にやさしい アンゼンセイ ヒト												　■自動化（ロボット）スマートマシンの標準化と普及 ジドウカ																				・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。

						-４　国際競争力の強化に向けて コクサイキョウソウリョク キョウカ ム																				-３　ワールドブランド確立のための３つの戦略																										優先事項として実施することが必要。顧客が求めるバリューの優先順位が ユウセンジコウ ジッシ ヒツヨウ コキャク モト ユウセンジュンイ																		　求められる。 モト																		２）グリーン　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ																																		-４　カーボンニュートラル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ																																				　　　（AIに予知保全・品質予測・スマートファクトリー対応・IoT標準仕様）

								業界の継続的発展の為のキーワード⇒エコマシーンの開発が世界を制す ギョウカイ ケイゾクテキ ハッテン タメ カイハツ セカイ セイ																																												それにより変化する可能性があり、そこを見極めて戦略を立てる必要が ヘンカ カノウセイ ミキワ センリャク タ ヒツヨウ																		　OTとITの融合（IOTとAI、ロボットとAI） ユウゴウ																		・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み セイヒン セイゾウ ト ク																																																				-3　素形材産業は、我が国の工業化基盤を支える産業の一つであり、政府の																		　■省エネ・環境・安全の基準化 (環境・安全・品質の優位性可視化） ショウ アンゼン カンキョウ																		-２　国際競争力 コクサイキョウソウリョク

																																																				出てきた。現在もっとも顕著なものがカーボンニュートラルへの対応。 デ ゲンザイ ケンチョ タイオウ																		　バリューチェーンの変革　遠隔立上げ、遠隔メンテ（コロナ対策） ヘンカク エンカク タチア エンカク タイサク																		　（カーボンフットプリント）																2. 具体的戦略																		-５　省エネ産業の現状と課題 ショウ サンギョウ ゲンジョウ カダイ																		　　成長戦略投資（設備投資）に資する製品開発、製品供給に注力する																		　　　（再生エネルギー・リサイクル材活用・カーボンニュートラル対応）																				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全、安全性、人にやさしい フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン

																																																																						　技術の習得、優れた現場技術の承継、　Off-JT ギジュツ シュウトク スグ ゲンバ ギジュツ ショウケイ																		・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク																・GXと資源循環の推進： 省エネ型鍛圧機械（サーボプレス等）の普及や、																																						（注）経済安全保障の観点から、政府の成長戦略投資は民間投資も刺激																　■人材不足・技能伝承の取組み（人材育成、技術継承される持続可能な未来づくり） イクセイ ミライ

																																																																																								・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク																　カーボンフットプリント（CFP）への対応を通じ、カーボンニュートラル社会																																						し継続すると思われます。																　　　（技能伝承のデジタル化・女性・外国人の働きやすい環境整備） ハタラ																		-３　デジタル　DXへの取り組み ト ク

																																																																						４．グリーン成長戦略への取組み セイチョウセンリャク トリク																		３）デジタル　DXへの取り組み深化 ト ク シンカ																    における優位性を確立。																																																						　■グローバル競争力の強化（価格競争から価値競争） カカク キョウソウ カチ キョウソウ																				・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ

																																																																						　カーボンニュートラルへの対応は必須、事業継承条件となる タイオウ ヒッスウ ジギョウ ケイショウ ジョウケン																		・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ																・DXによる構造改革： 「2025年の崖」を回避し、生産プロセスのデジタル化や																																				　　　																		　　　（高付加価値戦略・新素材・サプライチェーン強化・国際規格策定参画） タカ フカカチ センリャク シンソザイ キョウカ																				・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の創出 ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ

																																																																																								・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の
　創出（試作調整作業、設備保全作業など） ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ シサク チョウセイ サギョウ セツビ ホゼン サギョウ																　データ活用を通じて労働力不足への対応と生産性向上を図ります。																																																						　■日本ブランド再構築（環境・安全・自動化・デジタルで世界をリーディング） ニホン サイコウチク アンゼン ジドウカ																				　（遠隔立上げ、遠隔メンテなど） エンカク タチア エンカク

																																																																						５．ニューノーマルブランドへの進化 シンカ																																		・産業基盤の強化： 中堅・中小企業の成長促進や、企業間連携による収益体制																																																						　　　（高信頼・高性能・高精度・高速・省エネ・自動化ロボット・デジタル対応）																				・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の創出 キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ

																																																																						　既存の業界、素材、鍛圧技術を大事にしつつ、ニューノーマル環境での キゾン ギョウカイ ソザイ タンアツギジュツ ダイジ カンキョウ																		・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の
　創出　モノからコトへ キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ																　の構築、海外展開の積極化を進めます。																																																						　■成長産業への情報収集と市場インテリジェンス セイチョウ サンギョウ																				　（モノからコトへ）

																																																																						　新たな挑戦に取組む アラ チョウセン トリク																																		・適切な取引慣行の確立： 優れた技術が正当に評価され、価格転嫁も含めた適正な																																																						　　　（EV・AI・半導体・医療機器・ロボティクス・再エネ・航空宇宙等） トウ

																																																																						　「世界ダントツのJAPANブランド」だけを目指すのではなく セカイ メザ																																		　利益が得られるよう、ガイドラインの活用や取引構造の改善に取り組むことが																																																																								-４　サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

																																																																						　「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。 セカイ テキオウ イ ノコ																		１）DX(デジタル化）・スマートファクトリー化の加速																    期待されています。 																																																																										自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めたBCPの構築　

																																																																																								・設備のデータ化・AI解析・予知保全・可視化などの導入強化が必須となる。

																																																																																								２）自動化・省人化機器の拡充（人手不足への対応）																																																																																								-５　リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																																																																																								・自動化設備、スキルレス、ロボットの活用が強く望まれる																																																																																										　

																																																																																								・扱いやすい設備、工程集約自動化しすてみゅの開発力・提案力の向上が																																																																																								-６　インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

																										-１　新素形材産業ビジョン（経産省素形材産業室）が目指す６方向性と日本鍛圧機械工業会の取組み ケイサンショウ ソケイザイ サンギョウ シツ																																																														    望まれる

																																																																																								３）脱炭素（GX）対応を軸とした製品・ソリューション開発																																																																																								-７　需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ

																												・世界で勝てる技術力を持つ セカイ カ ギジュツリョク モ												⇒ＭＦ技術大賞の継続。ﾌｧｲﾊﾞｰﾚｰｻﾞ ギジュツタイショウ ケイゾク																																																・製品側として省エネ設備、低炭素プロセス対応機器、水素活用設備などが

																																								　加工機安全要求事項の工業会規格策定 カコウキ																																																    伸びていく ノ

																												・仕事の幅を広げて、付加価値を高める シゴト ハバ ヒロ フカカチ タカ												⇒ＭＦスーパー特自検の創設 トクジケン ソウセツ																																																・メーカとしては”省エネルギの実測改善値”を示せる機器、脱炭素投資のROIを																																																																																								「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。

																												・魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる ミリョクテキ ゲンバ ミリョクテキ ジンザイ ソダ												⇒ＭＦ優秀社員表彰制度の継続 ユウシュウ シャイン ヒョウショウ セイド ケイゾク																																																　提示できる提案などが必要となる

																												・健全な取引慣行で強靭なサプライチェーンを作る ケンゼン トリヒキ カンコウ キョウジン ツク												⇒健全な取引慣行の継続 ケンゼン トリヒキ カンコウ ケイゾク																																																→「デジタル・自動化・脱炭素を軸に、高付加価値化」

																												・自らの仕事をもっと世の中に発信する ミズカ シゴト ヨ ナカ ハッシン												⇒MF-TOKYOの継続 ケイゾク																																																機械の性能 × データ × サービスという三位一体モデルが競争力の源泉。

																												・海外市場を取り込み「グローバル企業」を目指す カイガイシジョウ ト コ キギョウ メザ												⇒ＭＦエコマシン認証制度の継続。 ニンショウ セイド ケイゾク

																																								　ISO国際規格策定への積極参画





今のところ検討不要

会員へのアンケート実施による実態調査
①技術革新の具体的な成果と実績
②自動化の実績と課題
③ターンキーの実績と課題



目指すべき方向性と戦略（各社案）

				４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

				黒字は以前ご提示いただいた内容で、赤字は今回修正、追加いただいた内容です。 クロジ イゼン テイジ ナイヨウ アカジ コンカイ シュウセイ ツイカ ナイヨウ

				市場の変化に対する戦略 シジョウ ヘンカ タイ センリャク

				顧客のカーボンニュートラル対応要求に応える設備の提供 コキャク タイオウ ヨウキュウ コタ セツビ テイキョウ

				・xEVへのシフトによる製品の変更への対応。 セイヒン ヘンコウ タイオウ

				・継続して存在する部品においても製造時のCO2排出量の削減を求められるなど、カーボンニュートラルの ケイゾク ソンザイ ブヒン セイゾウジ ハイシュツリョウ サクゲン

				　対応は必須になりつつある。 タイオウ ヒッス

				もう少し大きくまとめると持続可能な社会を実現するための対策を優先事項として実施することが必要。 スコ オオ ジゾク カノウ シャカイ ジツゲン タイサク

				顧客が求めるバリューの優先順位がそれにより変化する可能性があり、そこを見極めて戦略を立てる必要が コキャク モト ユウセンジュンイ

				出てきた。現在もっとも顕著なものがカーボンニュートラルへの対応。 デ ゲンザイ ケンチョ タイオウ

				１．新産業分野、新材料への需要拡大 シンサンギョウ ブンヤ シンザイリョウ ジュヨウ カクダイ

				　新産業、新素材いずれでも日本がリーダシップをとる シンサンギョウ シンソザイ ニホン

				２．需要のある国への展開、場所に適用した機械の提供 ジュヨウ クニ テンカイ バショ テキヨウ キカイ テイキョウ

				３．デジタル化への取組みの一層の推進 カ トリク イッソウ スイシン

				　いよいよ第4次産業革命の実現に向けた具体的な施策、実行力が求められる。OTとITの融合 ダイ ジ サンギョウカクメイ ジツゲン ム グタイテキ シサク ジッコウリョク

				　（IOTとAI、ロボットとAI）バリューチェーンの変革　遠隔立上げ、遠隔メンテ（コロナ対策） ヘンカク エンカク タチア エンカク タイサク

				　技術の習得、優れた現場技術の承継、　Off-JT ギジュツ シュウトク スグ ゲンバ ギジュツ ショウケイ

				４．グリーン成長戦略への取組み セイチョウセンリャク トリク

				　カーボンニュートラルへの対応は必須、事業継承条件となる タイオウ ヒッスウ ジギョウ ケイショウ ジョウケン

				５．ニューノーマルブランドへの進化 シンカ

				　既存の業界、素材、鍛圧技術を大事にしつつ、ニューノーマル環境での新たな挑戦に取組む キゾン ギョウカイ ソザイ タンアツギジュツ ダイジ カンキョウ

				　「世界ダントツのJAPANブランド」だけを目指すのではなく セカイ メザ

				　「世界に適応できるニューノーマルブランド」で生き残りをかける。 セカイ テキオウ イ ノコ

				2021年度版　ものづくり白書が示す「製造業のニューノーマル」における3つのKey Wordに基づく、 ネンド バン ハクショ シメ セイゾウギョウ モト

				　　鍛圧機械業界の目指すべき方向性

				１レジリエンス　サプライチェーンの強靭化 キョウジン カ

				・自社のサプライチェーンの見える化と想定されるリスクへの代替策を含めたBCPの構築 ジシャ ミ カ ソウテイ ダイタイ サク フク コウチク

				・顧客の生産継続に向けた仕組みの構築（リモート技術　強靭なサービス体制） コキャク セイサン ケイゾク ム シク コウチク ギジュツ キョウジン タイセイ

				２）グリーン　カーボンニュートラルへの対応 タイオウ

				・製品製造（原材料調達から製品出荷まで）におけるCNへの取り組み（カーボンフットプリント） セイヒン セイゾウ ト ク

				・顧客における設備使用時におけるCNへの取り組み（エコマシン） コキャク セツビ シヨウジ ト ク

				・鍛圧機械工業会としてCNに関する認証に関する仕組みの構築 タンアツ キカイ コウギョウカイ カン ニンショウ カン シク コウチク

				３）デジタル　DXへの取り組み深化 ト ク シンカ

				・「ニューノーマル」でのリモート＆バーチャル技術の更なる活用と深化 ギジュツ サラ カツヨウ シンカ

				・熟練技能が必要とされる分野でのデジタルデータ化による新たな付加価値の創出 ジュクレン ギノウ ヒツヨウ ブンヤ カ アラ フカ カチ ソウシュツ

				（試作調整作業、設備保全作業など）

				・機械単体から生産設備全体のエンジニアリング提案による新たな付加価値の
　創出　モノからコトへ キカイ タンタイ セイサン セツビ ゼンタイ テイアン アラ フカ カチ ソウシュツ

				1.目指すべき方向性

				・「量から質への転換」による利益確保： 低迷する利益率を改善するため、価格競争ではなく,高付加価値な製品・

				　サービスで稼ぐ力を強化する。

				・成長産業へのシフト： 従来の自動車中心の需要構造から、航空宇宙や次世代エネルギー、半導体製造装置

				　などの高成長・高付加価値分野を開拓する。

				・環境変化への即応： GX（グリーントランスフォーメーション）や経済安全保障といった制約を、

				　新たな市場獲得の機会（成長投資）として捉え直す。 

				2. 具体的戦略

				・GXと資源循環の推進： 省エネ型鍛圧機械（サーボプレス等）の普及や、カーボンフットプリント（CFP）

				　への対応を通じ、カーボンニュートラル社会における優位性を確立。

				・DXによる構造改革： 「2025年の崖」を回避し、生産プロセスのデジタル化やデータ活用を通じて労働力不足

				　への対応と生産性向上を図ります。

				・産業基盤の強化： 中堅・中小企業の成長促進や、企業間連携による収益体制の構築、海外展開の積極化を進めます。

				・適切な取引慣行の確立： 優れた技術が正当に評価され、価格転嫁も含めた適正な利益が得られるよう、

				　ガイドラインの活用や取引構造の改善に取り組むことが期待されています。

				１．新エネルギー産業の現状と課題 シン サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				２．リサイクル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				３．インフラ産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				４．カーボンニュートラル産業の現状と課題 サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				５．省エネ産業の現状と課題 ショウ サンギョウ ゲンジョウ カダイ

				１．持続可能な成長 ジゾク カノウ セイチョウ

				・人材育成　⇒　ＭＦ優秀社員表彰、若手交流会 ジンザイイクセイ ユウシュウシャイン ヒョウショウ ワカテ コウリュウカイ

				・カーボンニュートラル　⇒　MFエコマシン、環境性能、環境負荷 カンキョウセイノウ カンキョウフカ

				資材調達（グリーン調達） シザイ チョウタツ チョウタツ

				２．国際競争力 コクサイキョウソウリョク

				・付加価値　⇒　環境性能、アフターサービス、予防保全　安全性、人にやさしい フカカチ カンキョウセイノウ ヨボウ ホゼン

				３．素形材産業は、我が国の工業化基盤を支える産業の一つであり、政府の成長戦略投資（設備投資）に資する シ

				　　製品開発、製品供給に注力する

				（注）経済安全保障の観点から、政府の成長戦略投資は民間投資も刺激し継続すると思われます。

				※経済産業施策の新機軸（2021年6月）と日本鍛圧機械工業会の取り組み ケイザイ サンギョウ セ サク シンキジク ネン ガツ コウギョウカイ ト ク

				１．新型コロナウィルスの影響による環境の変化（Withコロナ、Afterコロナ） シンガタ エイキョウ カンキョウ ヘンカ

				２．グリーン、レジリエンス、デジタル、分配についての取り組み ブンパイ ト ク

				３．半導体（P/C、データセンター、携帯電話、家電、スマート家電、自動車、産業機器）、蓄電池 ハンドウタイ ケイタイ デンワ カデン カデン ジドウシャ

				４．自動化（ロボット）スマートマシンの標準化と普及 ジドウカ

				　　　（AIに予知保全・品質予測・スマートファクトリー対応・IoT標準仕様）

				５．省エネ・環境・安全の基準化 (環境・安全・品質の優位性可視化） ショウ アンゼン カンキョウ

				　　　（再生エネルギー・リサイクル材活用・カーボンニュートラル対応）

				６．人材不足・技能伝承の取組み（人材育成、技術継承される持続可能な未来づくり） イクセイ ミライ

				　　　（技能伝承のデジタル化・女性・外国人の働きやすい環境整備） ハタラ

				７．グローバル競争力の強化（価格競争から価値競争） カカク キョウソウ カチ キョウソウ

				　　　（高付加価値戦略・新素材・サプライチェーン強化・国際規格策定参画） タカ フカカチ センリャク シンソザイ キョウカ

				８．日本ブランド再構築（環境・安全・自動化・デジタルで世界をリーディング） ニホン サイコウチク アンゼン ジドウカ

				　　　（高信頼・高性能・高精度・高速・省エネ・自動化ロボット・デジタル対応）

				９．成長産業への情報収集と市場インテリジェンス セイチョウ サンギョウ

				　　　（EV・AI・半導体・医療機器・ロボティクス・再エネ・航空宇宙等） トウ

				１．DX(デジタル化）・スマートファクトリー化の加速

				・設備のデータ化・AI解析・予知保全・可視化などの導入強化が必須となる。

				２．自動化・省人化機器の拡充（人手不足への対応）

				・自動化設備、スキルレス、ロボットの活用が強く望まれる

				・扱いやすい設備、工程集約自動化しすてみゅの開発力・提案力の向上が

				    望まれる

				３．脱炭素（GX）対応を軸とした製品・ソリューション開発

				・製品側として省エネ設備、低炭素プロセス対応機器、水素活用設備などが

				    伸びていく ノ

				・メーカとしては”省エネルギの実測改善値”を示せる機器、脱炭素投資のROIを

				　提示できる提案などが必要となる

				→「デジタル・自動化・脱炭素を軸に、高付加価値化」

				機械の性能 × データ × サービスという三位一体モデルが競争力の源泉。





目指すべき方向性（戦略）と効果（纏め）

						４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ

										方向性と戦略 ホウコウセイ センリャク				期待効果 キタイ コウカ

								①スマートファクトリー化の実現 カ ジツゲン						設備稼働状況と故障リスクの監視

										AIによる予知保全・品質予測 ヨチ ホゼン ヒンシツヨソク				監視により予知保全が可能となり設備故障リスクの低減 ヨチ ホゼン カノウ

										生産ラインのIoT化によるスマートファクトリーの導入 セイサン カ ドウニュウ				また、品質予測により安定生産が可能となり効率向上 ヒンシツ ヨソク アンテイ セイサン カノウ コウリツ コウジョウ

								②省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応 カシカ タイオウ

										再生可能エネルギー、リサイクル材の活用 カノウ ザイ				ESG対応強化による企業価値の向上 キギョウカチ コウジョウ

										環境・安全基準の標準化				国際市場での信頼性向上

								③人材不足・技能伝承への取組み

										技能伝承の為のデジタル化 タメ				技術の継承、蓄積 ケイショウ チクセキ

										女性や外国人が働きやすい職場環境・人材育成プログラムの整備 ジョセイ ガイコクジン ハタラ ショクバ カンキョウ ジンザイ セイビ				労働力不足の緩和

								④グローバル競争力の強化

										低価格戦略から高付加価値戦略の転換 テイカカク センリャク テンカン				国際市場での競争力向上

										新素材、高機能部品対応の製品開発 タイオウ セイヒン				技術優位性の確立

										地政学的リスクへの対応 チセイガクテキ タイオウ				サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

										国際規格策定への参画

								⑤日本ブランドの再構築

										高品質・高性能・高精度の優位性が相対的に低下←戦略では無い ヒンシツ コウセイノウ コウセイド ユウイセイ ソウタイテキ テイカ イクサリャク ナ				環境性能・安全性・ロボット技術、自動化技術等と セイノウ アンゼンセイ ギジュツ ジドウカ ギジュツ トウ

										高品質・高精度・高信頼性と新技術を組合わせ新日本ブランドを確立 セイド シンライセイ シンギジュツ クミア シン ニッポン カクリツ				デジタルとの組み合わせで世界をリード

										省エネ、自動化、ロボット技術、精密加工技術などを世界に発信する ジドウカ ギジュツ セイミツ カコウ ギジュツ セカイ ハッシン

								⑥成長産業市場へのインテリジェンス強化						市場情報収集

										EV・AI・半導体製造措置・医療機器・ロボティクス ハンドウタイ セイゾウソチ				技術トレンドの分析

										再生可能エネルギー・次世代エネルギー・航空宇宙など カノウ ジセダイ コウクウウチュウ				従来の自動車産業中心の需要構造からの脱却 ジュウライ ジドウシャサンギョウ チュウシン ジュヨウ コウゾウ ダッキャク

										成長分野の技術動向やニーズを分析 セイチョウ ブンヤ ギジュツドウコウ ブンセキ				新市場への事業展開 ジギョウ テンカイ

								1．スマートファクトリー化の実現

								近年、製造業では人手不足の深刻化や品質要求の高度化を背景に、生産設備の自動化とスマート化が

								急速に進んでいる。特にAIを活用した予知保全や品質予測は、設備の稼働データや加工データを分析 ブンセキ

								することで故障や品質不良を事前に予測し、計画的なメンテナンスや品質安定化を実現する技術として ギジュツ

								注目されている。

								例えば、自動車産業では生産ラインのIoT化が進み、設備稼働状況をリアルタイムで監視する

								スマートファクトリーの導入が拡大している。こうした流れの中で、ロボットやスマートマシンの

								通信仕様やデータ形式を標準化することにより、異なるメーカーの設備間でもデータ連携が可能となり、

								生産効率の向上や柔軟な生産体制の構築が期待されている。

								2．省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応

								世界的にカーボンニュートラルの実現が求められる中、製造業においても省エネルギー化や

								環境負荷低減への取り組みが重要課題となっている。欧州では環境規制が年々強化されており、

								日本企業も国際市場で競争力を維持するためには環境・安全・品質の優位性を明確に示す必要がある。

								具体的には、再生可能エネルギーの活用やリサイクル材料の使用拡大、製造工程におけるエネルギー

								消費の削減などが進められている。さらに、環境・安全基準を明確化し、それらを可視化することで、

								企業の環境対応力や製品の信頼性を対外的に示すことが可能となる。これによりESG経営の観点からも

								企業価値の向上につながる。

								3．人材不足・技能伝承への取組み

								少子高齢化の進展により、製造業では熟練技能者の高齢化と人材不足が深刻な課題となっている。

								近年では、熟練技能者の作業をデジタルデータとして記録し、AIやシミュレーション技術を活用して

								技能を可視化する取り組みが進んでいる。また、女性や外国人が働きやすい職場環境の整備も重要

								であり、作業の自動化や負担軽減、教育プログラムの整備などを通じて、多様な人材が活躍できる

								環境づくりが求められている。これにより、持続可能な技術継承と産業の発展が期待される。

								4．グローバル競争力の強化

								これまで多くの製造業はコスト削減による価格競争を中心に国際競争を行ってきたが、新興国の台頭

								により単純な価格競争では優位性を維持することが難しくなっている。そのため、今後は高付加価値

								製品や先端技術による価値競争への転換が重要となる。

								例えば、新素材の開発や高機能部品の製造などは日本企業が強みを持つ分野であり、これらを活かした

								製品開発が求められる。また、半導体不足や国際物流の混乱などを背景に、サプライチェーンの

								強靭化も重要な課題となっている。さらに国際規格の策定に積極的に参画することで、日本の技術仕様

								を世界標準として普及させることも競争力強化につながる。

								5．日本ブランドの再構築

								日本の製造業はこれまで「高品質」「高精度」「高信頼性」といった技術力を強みに世界市場で高い

								評価を得てきた。しかし近年は海外メーカーの技術力向上により、その優位性が相対的に低下している

								との指摘もある。

								そのため今後は、従来の品質や精度に加えて、環境性能、省エネルギー性能、自動化技術、

								デジタル対応力などを組み合わせた新しい日本ブランドの確立が重要である。特にロボット技術や

								精密加工技術などは世界的にも高い評価を受けており、これらを軸に次世代の製造技術を発信する

								ことで、日本の製造業が再び世界をリードすることが期待される。

								6．成長産業へのインテリジェンス強化 キョウカ

								技術革新のスピードが加速する中で、成長産業の動向を的確に把握し、新たなビジネス機会を捉える

								ことが重要となっている。特にEV、AI、半導体、医療機器、ロボティクス、再生可能エネルギー、

								航空宇宙などの分野は今後大きな成長が期待される産業である。

								例えばEV市場の拡大に伴い、電池関連部品や軽量材料の需要が増加しており、関連技術を持つ企業

								にとっては新たな市場機会となる。またAIや半導体技術の進展は製造装置や電子部品産業にも大きな

								影響を与えている。こうした成長分野の技術動向や市場ニーズを継続的に分析し、戦略的に事業展開

								を行うことで、企業の持続的な成長につなげることができる。





目指すべき方向性（戦略）と効果（纏め） (2)

						４章　目指すべき方向性と戦略 ホウコウセイ



										方向性と戦略 ホウコウセイ センリャク				期待効果 キタイ コウカ

								①スマートファクトリー化の実現 カ ジツゲン

										AIによる予知保全・品質予測 ヨチ ホゼン ヒンシツヨソク				監視により予知保全が可能となり設備故障リスクの低減。 ヨチ ホゼン カノウ

										生産ラインのIoT化によるスマートファクトリーの導入 セイサン カ ドウニュウ				また、品質予測により安定生産が可能となり効率が向上 ヒンシツ ヨソク アンテイ セイサン カノウ コウリツ コウジョウ

								②省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応 カシカ タイオウ

										再生可能エネルギー、リサイクル材の活用 カノウ ザイ				ESG対応強化による企業価値の向上 キギョウカチ コウジョウ

										環境・安全基準の標準化				国際市場での信頼性向上

								③人材不足・技能伝承への取組み

										技能伝承の為のデジタル化 タメ				技術の継承、蓄積 ケイショウ チクセキ

										女性や外国人が働きやすい職場環境・人材育成プログラムの整備 ジョセイ ガイコクジン ハタラ ショクバ カンキョウ ジンザイ セイビ				労働力不足の緩和

								④グローバル競争力の強化

										低価格戦略から高付加価値（新素材、高機能部品対応）戦略の転換 テイカカク センリャク テンカン				技術優位性の確立で国際市場での競争力向上

										国際規格策定への参画				サプライチェーンの強靭化 キョウジンカ

										地政学的リスクへの対応 チセイガクテキ タイオウ

								⑤日本ブランドの再構築

										高品質・高精度・高信頼性と新技術を組合わせ新日本ブランドを確立 セイド シンライセイ シンギジュツ クミア シン ニッポン カクリツ				従来の自動車産業中心の需要構造からの脱却

										省エネ、自動化、ロボット技術、精密加工技術などを世界に発信する ジドウカ ギジュツ セイミツ カコウ ギジュツ セカイ ハッシン				新たなる市場への事業展開

								⑥成長産業市場へのインテリジェンス強化

										AI・半導体製造措置・医療機器・ロボティクス・再生可能エネルギー ハンドウタイ セイゾウソチ

										・次世代エネルギー・航空宇宙など成長が期待される分野の技術動向 ジセダイ コウクウウチュウ セイチョウ キタイ ブンヤ ギジュツ ドウコウ				環境性能・安全性・ロボット技術、自動化技術等と

										やニーズを分析 ブンセキ				DXとの組み合わせで世界をリード

								1．スマートファクトリー化の実現

								近年、製造業では人手不足の深刻化や品質要求の高度化を背景に、生産設備の自動化とスマート化が

								急速に進んでいる。特にAIを活用した予知保全や品質予測は、設備の稼働データや加工データを分析 ブンセキ

								することで故障や品質不良を事前に予測し、計画的なメンテナンスや品質安定化を実現する技術として ギジュツ

								注目されている。

								例えば、自動車産業では生産ラインのIoT化が進み、設備稼働状況をリアルタイムで監視する

								スマートファクトリーの導入が拡大している。こうした流れの中で、ロボットやスマートマシンの

								通信仕様やデータ形式を標準化することにより、異なるメーカーの設備間でもデータ連携が可能となり、

								生産効率の向上や柔軟な生産体制の構築が期待されている。

								2．省エネ・環境・安全の可視化：カーボンニュートラル対応

								世界的にカーボンニュートラルの実現が求められる中、製造業においても省エネルギー化や

								環境負荷低減への取り組みが重要課題となっている。欧州では環境規制が年々強化されており、

								日本企業も国際市場で競争力を維持するためには環境・安全・品質の優位性を明確に示す必要がある。

								具体的には、再生可能エネルギーの活用やリサイクル材料の使用拡大、製造工程におけるエネルギー

								消費の削減などが進められている。さらに、環境・安全基準を明確化し、それらを可視化することで、

								企業の環境対応力や製品の信頼性を対外的に示すことが可能となる。これによりESG経営の観点からも

								企業価値の向上につながる。

								3．人材不足・技能伝承への取組み

								少子高齢化の進展により、製造業では熟練技能者の高齢化と人材不足が深刻な課題となっている。

								近年では、熟練技能者の作業をデジタルデータとして記録し、AIやシミュレーション技術を活用して

								技能を可視化する取り組みが進んでいる。また、女性や外国人が働きやすい職場環境の整備も重要

								であり、作業の自動化や負担軽減、教育プログラムの整備などを通じて、多様な人材が活躍できる

								環境づくりが求められている。これにより、持続可能な技術継承と産業の発展が期待される。

								4．グローバル競争力の強化

								これまで多くの製造業はコスト削減による価格競争を中心に国際競争を行ってきたが、新興国の台頭

								により単純な価格競争では優位性を維持することが難しくなっている。そのため、今後は高付加価値

								製品や先端技術による価値競争への転換が重要となる。

								例えば、新素材の開発や高機能部品の製造などは日本企業が強みを持つ分野であり、これらを活かした

								製品開発が求められる。また、半導体不足や国際物流の混乱などを背景に、サプライチェーンの

								強靭化も重要な課題となっている。さらに国際規格の策定に積極的に参画することで、日本の技術仕様

								を世界標準として普及させることも競争力強化につながる。

								5．日本ブランドの再構築

								日本の製造業はこれまで「高品質」「高精度」「高信頼性」といった技術力を強みに世界市場で高い

								評価を得てきた。しかし近年は海外メーカーの技術力向上により、その優位性が相対的に低下している

								との指摘もある。

								そのため今後は、従来の品質や精度に加えて、環境性能、省エネルギー性能、自動化技術、

								デジタル対応力などを組み合わせた新しい日本ブランドの確立が重要である。特にロボット技術や

								精密加工技術などは世界的にも高い評価を受けており、これらを軸に次世代の製造技術を発信する

								ことで、日本の製造業が再び世界をリードすることが期待される。

								6．成長産業へのインテリジェンス強化 キョウカ

								技術革新のスピードが加速する中で、成長産業の動向を的確に把握し、新たなビジネス機会を捉える

								ことが重要となっている。特にEV、AI、半導体、医療機器、ロボティクス、再生可能エネルギー、

								航空宇宙などの分野は今後大きな成長が期待される産業である。

								例えばEV市場の拡大に伴い、電池関連部品や軽量材料の需要が増加しており、関連技術を持つ企業

								にとっては新たな市場機会となる。またAIや半導体技術の進展は製造装置や電子部品産業にも大きな

								影響を与えている。こうした成長分野の技術動向や市場ニーズを継続的に分析し、戦略的に事業展開

								を行うことで、企業の持続的な成長につなげることができる。
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一般社団法人日本鍛圧機械工業会企画委員会名簿
（鍛圧機械の産業ビジョン2026策定プロジェクト）

 氏名 
会社名 

（社名五十音順 役職は 2026 年 3 月現在） 

委員長 中塚 尚樹 
アイダエンジニアリング株式会社 

上席執行役員 

委員 星山 達郎 
株式会社 相澤鐵工所 

取締役営業部長 

委員 信岡 俊彦 
アイダエンジニアリング株式会社 

営業本部 STD 販促部 部長 

委員 金子 嘉之 
株式会社 アマダ 

理事 国内営業部門 部門長 

委員 児玉 章盛 
株式会社 エイチアンドエフ 

常務取締役 

委員 加端 哲也 
コマツ産機株式会社 

執行役員 経営企画部 部長 

委員 内田 稔 
住友重機械工業株式会社 

IM セグメント MPS-SBU カスタマーサポート部長 

事務局 生田 周作 
一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 

専務理事 

事務局 藤嶋 房子 
一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 

事務局長 
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